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• お買い上げいただき、まことにありがとラございます。 

• 説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

• ご使用前に r を全上のご注意」 （3 〜5ページ）を必ずお読みください。 

• 対象機種ち-品番一覧は;欠ページをご覧ください。 


取扱説明書 

WEB 編 










本取扱説明書は、じ(下の機種を対まとしています。 





人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 
■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を説明しています。 


r 軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 




お守りいただく内容を;欠の図記号で説明しています。 


してはいけない内容です。 




実行しなければならない内容です。 


♦交流1 00 V が外では使用しない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•めれた手で電源プラグを抜き差ししない 
感電-故障の原因となることがあります。 

•雷が発生したときは、この装置や接続ケーブルに触れない 
感電の原因となることがあります。 

•この装置を分解-改造しない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•電源コードを傷つ口たり、無理に曲ずたり、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、はさみ込んだり、重いものをのせたり、加熱したりしない 
電源コードが破損し、火災-感電の原因となることがあります。 

参開□部やツイストぺアポート、コンソールポート、 GB に拡張ス□ットから内部 
に金属や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•水のある場所の近く、湿気やほこりの多い場所に設置しない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•直射日光の当たる場所や温度の高い場所に設置しない 
内部温度が上がり、火災の原因となることがあります。 










0 

禁止 


A 注意 

•ツイストぺアポートに 1 0BASE-T/1 00BASE-TX/1 000 BASE-T な外の機器を接 
続しない 

火災•感電-故障の原因となることがあります。 

♦GB に拡張ス□ットに別売の GB にモジュール 
(PN 54011 /PN 5401 3/PN 5401 5) じ(タトを実装しない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

( Switch-Mi 2 G / M 24 HiPWR のみ） 

•コンソールポートに本装置が対応するお線仕様な外のコンソールケーブルを 
接続しない（結線仕様につきましては、各機種の取扱説明書 【メ ニュー 編】 
付録 A をご'確認ください） 

火災•感電-故障の原因となることがあ0ます。 


•この装置を乂に入れない 
爆発-义災の原因になることがあります。 





A ま意 

•付属の電源コード（交流 100 V 仕様）を使う 
感電-誤作動-故障の原因となることがあ0ます。 

参必ずアース線を接続する 
感電-誤作動-故障の原因となることがあります。 

•電源コードを電源ホ°ートにゆるみ等がないよラ、確実に接続ずる 
感電や誤動作の原因となることがあります。 

♦巧障時はコンセントを抜く 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となることがあります。 

必ず守る•この装置を壁面に取り付ける場合は、本体及び接続ケーブルの重みにより落下し 
ないよラに確実に取り付け-設置する 

口が-故障の原因となることがあります。 （ Switch - M 12 X のみ） 

•自己診断 LED ( STATUS ) が程点滅となった場合は、システム障害のためコンセン 
卜を抜< 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となることがあります。 

参ツイストペアポート、 GB に拡張ス□ット、コンソールポートの取り扱いにはを 
意のラえ取り扱ラ 
口がの原因となることがあります。 




使用上のご注意 


•内部の点検-修理は販売店にご依頼ください。 

参商用電源は必ず本装置の近くで、取0扱いやすい場所からお取0ください。 

•この装置の設置-移動する際は、電源コードをはずしてください。 

参この装置を清掃する際は、電源コードをはずしてください。 

参仕様限界をこえると誤動作の原因となりますので、ごを意ください。 

•この装置をマグネットで取り付ける場合は、ケーブルの重みなどで製品がずれたり落下 
したりしないことをご確認ください。また、ケーブルを接続するときは、製品本体を巧 
さえて接続してください。 （ Switch - M 12 X のみ） 

参マブネットにフ□ッピーディスクや磁気力ードなどを巧づけないでください。記録内容 
消失のおそれがあります。 （ Switch - Mi 2 X のみ） 

•この装置を 0 A デスクに取り付けた時、取り付けたまま、ずらさないでください。塗装面 
によつてはキズがつくおそれがあります。 ( Switch - Mi 2 X のみ） 

参 RJ 45 コネクタの金属端子やコネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュラプ 
ラブや GB に拡張ス□ット内部の金属端子に細れた0、帯電したものを近づけたりしない 
でください。静電気により故障の原因となることがあります。 

•コネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュラプラグを力一ぺットなどの帯電 
するものの上や近辺に放置しないでください。静電気によ0故障の原因となることがあ 
ります。 

♦落下などによる強い衝撃をちえないでください。故障の原因となることがあります。 

•コンソールポートにコンソールケーブルを接続する際は、事前にこの装置な外の金属製 
什器などを細つて静電気を除去してください。 

•周囲の温度がな下の条件の場所でお使いください。 

- Switch - Mi 2 G / M 24 HiPWR 
〇〜40。〔 

- Switch - Mi 2 X 
〇〜50で 

上記条件を満足しない場合は、火災•感電•故障•誤動作の原因となることがあり、保 
証いたしかねますのでごを意ください。 




•な下場所での保管-使用はしないでください。 

(仕様の環境条件下にて保管-使用をしてください） 

一水などの液体がかかるおそれのある場所、湿気が多い場所 
一ほこりの多い場所、静電気障害のおそれのある場所（力ーペットの上など） 

一直射曰化が当たる場所 

一結露するよラな場所、仕様の環境条件を満たさない高温•低温の場所 
一振動•衝撃が強い場所 

•本装置の通風□をふさがないでください。内部に熱がこも0誤作動の原因となることが 
あります。 

•装置同±を積み重ねる場合は、上下の機器との間隔を 2 cm 似上空口てお使いください。 

参 G B に拡張ス□ットに別売の G B I C 拡張モジュ ー J レ ( PN 54011 / PN 54013 / PN 54015似 
外を実装した場合、動作保証はいたしませんのでごを意ください。 

( Switch-Mi 2 G / M 24 HiPWR のみ） 


1 . お客様の本取扱説明書に従わない操作に起因する損害および本製品の故障-誤動作などの要 
因によって通信の機会を逸したために生じた損害については、脾社はその責任を負いかねま 
すのでご了承ください。 

2. 本書に記載した内容は、ず告なしに変更することがあ0ます。 

3. 万一ご不審な点がございましたら、販売店までご連絡ください。 

※本文中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


この装置は，クラス A 情報巧術装置です。この装置を家庭環境で使用す 
ると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な 
が策を講ずるよう要求されることがあります。 VCCI-A 
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1 . はじめに 


このたびは Switch - Mi 2 G / M 24 HiPWR / M 12 X 似下、本装置といいまず）をご購入いた 
だき、まことにありがとラございまず。本マニュアルは本装置の機能を使用ずる際に必要な 
情報を提供します。 

本装置の便利機能には WEB 管理機能および障害や統計レポートのメール送信機能がありま 
ず。 
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1.1. 本装置の便利機能 

1.1.1. WEB ブラウザによる管理機能 

本機能を有効にずることによって、 WEB ブラウザ上からの設定やビジュアルを用いたモニタ 
監視を簡単に行ラことができます。 

1.1.2. 障害や統計レポートの電子メール送信 

本装置はメール送信機能 ( SMTP ) を搭載し、障害に関するトラップ情報や本装置配下のセ 
グメント内のトラフィックの統計レポートをメールの送信によって管理者に通知ずることが 
できます。これにより、じ(下のよラな利点があります。 

① ネットワーク管理者は SNMP マネージャがインス!-ールされていない環境において 
障害に関するトラップ情報を受信できます。 

② ネットワークに関する知識がなくとも本装置配下のセグメント内の定期的なトラフ 
ィック量のレポートが管理者に送信されまずので、セグメントの大まかな性能管理 
が容易に行えまず。 

③ トラップ情報をメールで通知ずることにより、遠隔地から障害発生の把握や障害内 
容の管理できます。 



図 1-1 メールを利用したネットワーク管理の概怠図 


1.1.3. トラフィック□ブ機能 

本装置では過去24時間のトラフィック情報を常時蓄積していまず。これによりネットワー 
クトラブルの発生時に発生当時の状況把握に利用ずることができまず。 


12 















































































2. WEB ブラウザベースの管理 

WEB ブラウザベースの管理機能（似下、 WEB 管理機能）により、 WEB ブラウザのユーザ 
インタフェースで本装置の設定や監視をネットワーク上から行ラことができまず。また、パ 
ネルの最新の状態を常時表示ずることができるため、遠隔地からの操作であっても本装置を 
実際に見ているよラな感覚で管理ずることができます。 

2.1 .動作環境 

本装置の WEB 管理機能を使用ずる前にはネットワークの設定を行ラ必要がありまず。 

1. IP アドレスの設定 

コンソール経由で本装置の IP アドレスを設定しまず。 

rBasic bwitch ConTiauration ...」 一 「System IP し onfiguration 」 一 「Set IP 
Address 」 で IP アドレスを設定してください。その際、サブネットマスクがクラス毎 
にワラスフルで自動反映されまず。また 、 rset Default Gateway 」 でデフォルトゲ 
ートウェイの IP アドレスを設定ずる必要がありまず。 

2. WEB サーバの有効化 

本装置の WEB サーノ《をち効にします。 

メインメニューより 「Basic Switch Configuration ...」 一 「System Security 
Configuration 」 一 「Web Server Status 」 を選択すると、プ□ンプトが 「Enabled or 
Disabled web server ( E / D ) J に変わりまず。ここで re 」 と入力し、 WEB サーバを 
有効にしてください。出荷時は、 「 disable 」 になっていまず。 

アワセスする端末には Microsoft Internet Explorer 6および Java RE ( Ver .1.4 L ソ上)が 
インス!-ールされている必要がありまず。また、ネットワーワもしくは本装置に直接接続さ 
れている必要があります。 


ごを意：プ□キシをお使いの場合、アクティブウィンドウを正常に表示できない場合があります 
ので、プ□キシを介さず直接アクセスすることをお窗めします。 
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2.2. WEB 管理機能へのアクセス 

WEB 管理機能を利用ずるには、 WEB ブラウザの URL (「場所：」、「アドレス：」など）欄 
に本装置の IP アドレスを入力し、 「 Enter 」 を巧します。ずると、図 2-1 のよラな本装置の □ 
グイン画面が表示されますので、ユーザちとパスワードを入力してください。 

出荷時のユーザちは fmanaaerJx パスワードは、 「 managed でず。 



図 2-1 □グイン画面 


ご注意：□ブイン画面が表示されない場合は！;(下の項目をご確認下さい。 

(1) 本装置の IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウエイの IP アド 
レスが適切に設定されていますか。 

(2) WEB ブラウザに入力した IP アドレスは本装置の IP アドレスと同じですか。 

(3) WEB サーバはち効に設定されていますか。 

(4) アクセスする端末の IP アドレスと本装置のネットワークアドレスが一致しています 
か。 


14 


















認証が正しく行われた場合は、図 2-2 のよラな WEB 管理画面が表示されまず。 
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図 2-2 WEB 管理画面 

画面にはいくつかのメニュー項目があり、機能によりじ(下のグ j レープに分類されます。 

① アクティブウィンドウ 

本装置のフ□ントパネルの LED 表示やトラフィックグラフをリアルタイムに表示します。 

② ネットワークモニタ 

本装置の各ポートの状態やトラフィック量のモニタができまず。また、発生したイベン 
卜などの □ グを表示しまず。 

③ 本装置の設定 

本装置の IP アドレスなどの設定、 SNMP の設定、メール送信の設定などができます。 


ごを意：運用管理を巧ラにあた0、まず本装置の設定をしてから各種メニューを使用することを 
お勧めします。 


15 













2.3. アクティブウィンドウ 

アワティブウィンドウメニューにより、本装置の LED 状態をビジュアルに表示しまずので、 
各ポートの使用状態が容易に確認できまず。また、トラフィック量をリアルタイムにグラフ 
表示しまずので、現在のトラフィック量などが容易に把握できまず。 

2.3.1 .ポートステータス 

「ポートステータス」を選択ずると、図 2-3 になります。 

※各ポートの状況に応じた LED 表示 （20 秒ごとに更新）により、現在の状態を把握する 
ことができます。 

表示される状態はじ(下のとおりでず。 


10/1 00 BASE-TX ポート ( M 24 HiPWR ) 


名称 

本体表术 

電源供給状態 LED 

PoE 

リンク/送受信 LED 

LINK / ACT . 


各 LED の表示内容は下記のとおりです 


LED 

動作 

内容 

電源供給 LED 

緑点な 

電力供給中 

ミ肖な 

電力供給していない、または端末未接続 

リンク/送受信 LED 

緑点よ了 

100 Mbps でリンクが確な 

憧点な 

10 Mbps でリンワが確な 

ミ肖な 

端末末接続 


10/100 BAS E-TX ポート ( M 1 2 X ) 


名称 

本体表 

リンク/送受信 LED 

LINK / ACT . 

全二重/コリジョン LED 

FULL / COL . 


各 LED の表示内容は下記のとおりです 


LED 

動作 

内容 

リンク/送受信 LED 

緑点よ了 

100 Mbps でリンクが確な 

憧点な 

10 Mbps でリンワが確な 

ミ肖な 

端末末接続 

全二重/コリジョン LED 

緑点な 

全二重でリンワが確な 

憧点な 

半二重でリンクが確な 
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10 BASE - T /1 OOBASE - TX /1 000 BASE - T/GBIC ポート （ M 24 HiPWR / M 12 X 巧通) 


名称 

本体表 

速度モード LED 

G に A 

速度モード LED 

100 

U ンク/送受信 LED 

LINK / ACT . 


各 LED の表示内容は下記のとおりです 


LED 

動作 

内容 

速度モード LED にに A ) 

緑点灯 

1 Gbps でリンワが確立 

ミ肖な 

10、1 00 Mbps で接続、または端末モ接続 

速度モード LED (100) 

緑点よ了 

100 Mbps でリンクが確な 

ミ肖な 

1 0 Mbps で接続、または端末未接続 

リンク/送受信 LED 

緑点よ了 

100 Mbps でリンクが確な 

ミ肖な 

端末末接続 


1 0 BASE - T /100 BASE - TX /1 000 BASE - T/GB にポート ( M 12 G ) 


名称 

本体表 

速度モード LED 

G に A . 

リンク/送受信 LED 

LINK / ACT . 

全二重/コリジョン LED 

FULL / COL . 


各 LED の表示内容は下記のとおりです 


LED 

動作 

内容 

速度モード LED 

青点な 

1 Gbps でリンワが確な 

ミ肖な 

10、1 00 Mbps で接続、または端末モ接続 

リンク/送受信 LED 

緑点よ了 

100 Mbps でリンクが確な 

憧点な 

10 Mbps でリンワが確な 

ミ肖な 

1 Gbps で接続、または端末未接続 

全二重/コリジョン LED 

緑点な 

全二重で動作 

憧点な 

半二重で動作 

ミ肖な 

端末末接続 


表 2-1 ポート LED の表お 
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図 2-3 Switch - Mi 2 G のポートステータスウインドウ 


ごを意：プ□キシをお使いの場合、ポートステータスウィンドウを正常に表示できない場合があ 
りますので、プ□キシを介せず直接アクセスすることをお勧めします。 
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2.3.2. トラフィックブラフ 

「トラフィックグラフ」を選択すると、図 2-4 のよラな画面が表示されます。ブラフは10 
分前から現在の時刻までのポート毎のトラフィック量を表示しまず。また、グラフは20秒 
ごとに更新され1つのグラフの目盛りは、5秒間での平巧トラフイツワを表します。 



図 2-4 トラフイツクグラフウインドウ（フレーム数表示） 

図24内の時刻を正しく表示させるためには本装置に時刻を設定しなければなりません。こ 
の設定を行ラには 2.3.4 項の「時間設定」を参照してください。図24のウィンドウ内で「帯 
域使用率」、「フレーム数」、「コリジョン回数」、「エラー総数」ボタンをクリックすることに 
より、それぞれのグラフが表示されまず。表示されるグラフの項目はじ(下のとおりでず。ま 
た、各グラフのポート番号の横に表示されている 「 min 」、「 avg 」、「 max 」 は、本装置が起 
動してから現在までの最小値、平ち値、最大値を意味します。また、グラフは自動的に更新 
されまず。 
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帯域使用率 

10 M 、 100 M 、 1000 M での帯域の使庙率 

ち効フレーム数（青色） 

本装置が送受信したパケットの内、正甫なパケットの平ちフレーム 
数 （5 秒間の平均） 

ブ□-ドキャストフレ 
-ム数（緑色） 

本装置が送受信したパケットの内、ブ□-ドキャストパケットの平 
巧フレーム数 （5 秒間の平ち） 

コ IJ ジョン回数 

コリジョンの平ち回数 （5 秒間の平ち） 

エラー総数 

本装置が送受信したパケットの内、エラーパケットの平ちフレーム 
数 （5 秒間の平ち） 


表 2-1 トラフィックブラフ表お項目 


ごを意：プ□キシをお使いの場合、トラフィックブラフを正常に表示できない場合がありますの 
で、プ□キシを介せず直接アクセスすることをお窗めします。 
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2.3.3. トラフィック□ブ 

「トラフィッワ□グ」を選択ずると、図 2-5 になりまず。過去24時間の各ポートで10分お 
きにカウントした各種トラフィック量の値を表形式で表示しまず。これにより、過去24時 
間におけるトラフィッワの傾向を把握ずることができます。 


1 '3 SHitch-M24PWR Ethernet Switch - Microsoft Internet Explorer 

巧画两 1 

乃イルの S まのま示 M わ尉こ入り必ツ-ルのヘルプ姑 

み 

〇 民る . 〇 - 互 齒ろ ホ ゎ尉 CM ザ ガィァ 巧 貪’ 為巧， 日 


アドレスの 旭 h 佩// 192.168 'り/ 

v| 百; 紙 リシ ゥ。 



トラフィックログ 


トラフィックログ(過ま 24 時間）-ボート - 


i ボ — 卜#号のぷ巧 


日寺刻砖谢を用割％)-爵言フレーム数 

ブロードキャスト[マルチキャスト1コリジョン回数1エラー総数 

|11:20| 

0.01 

6778 

13! 

0| 

0| 

0 

11:10( 

o.oj 

2860 

10 

0| 

0 

0 

11:00 

oof 

173 

52 

g| 

0 

0 

|10:50 

0.01 

504 

46 

5| 

0| 

0 

|10:40 

o.b[ 

0 

0 

〇| 

0| 

0 

|10:30[ 

0'0[ 

0 

〇! 

〇| 

0| 

0 

|10:20| 

0.0| 

0 

0| 

〇| 

0| 
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10:10| 

0.0 r 

0 

0| 

〇| 

0| 

0 

10:00, 

0,0 

0 

oi 

0| 

0| 

0 

日&如： 

日'0 

0 

0| 

〇| 

0| 

0 

i 09:40| 

0.01 

0 

0 

〇| 

0 

0 

[09:30 1 

001 

0 

0| 

〇| 

0| 

0 

09:201 

0.0| 

0 

0| 

〇| 

0 

0 

09:10| 

0,0| 

0 

0| 

〇| 

0| 

0 

09:00； 

0.01 

0 

0| 

〇| 

0| 

0 

08:501 

0.0 [ 

0 

0 ' 

0| 

0| 

0 

108:401 

001 

0 

oi 

0| 

0| 

0 

108:30 1 

0.01 
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0| 

0| 

0| 
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08:201 

0,0| 
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〇! 

0| 

0| 

0 

08:1〇[ 

0.0 i 
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ピ1 ページがま示されました 


* インターネット 


図 2-5 トラフィック□グウインドウ 
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図 2-5 で表示されるトラフイツク量の項目は、じ(下のとおりでず。蓄積したデータ量により、 
蓄積時間は短くなることがありまずのでごを意ください。 


ポート番号の選択 

トラフィック□ブを表示させたいポート番号を選択してください。 

帯域使用率（％) 

ネットワーク （10/1 00/1 000 Mbps ) の使用率 （10 分間の平ち） 

フレーム総数 

本装置が送受信したパケットの全フレーム数 （10 分間） 

ブ□-ドキャスト 

本装置が送受信したブロードキャストパケットの数 （1 0分勵 

マルチキャスト 

本装置が送受信したマ J レチキャストパケットの数 （ 10分間） 

コ IJ ジョン回数 

コ U ジョンの回数 （10 分間） 

エラー総数 

本装置が送受信したパケットの内、エラーパケットの全フレーム数 
(10 分間） 


表 2-2 トラフィック□グ表示項目 
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2.3.4. 時間設定 

時刻設定を選択すると図 2-6 のよラな画面になりまず。 SNTP サーバを設置されていない場 
合に、手動による時刻設定を行えます。「時刻設定」ボタンをクリッワすることで自動的に 
PC の時刻を取得し、本装置の時刻を設定しまず。 SNTP サーバが設置されている場合は、 
3.1.1 3.項の SNTP 設定にて設定を行ってください。 
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2.4. メール送信による管理 

メール送信機能により、本装置で発生した障害に関ずるトラップ情報やトラフィック概要を 
管理者にメールで通知できますので、トラブルをすばやく検知でき、曰々のネットワークの 
パフオーマンスを容易に把握することができまず。 



図 3.1 電子メールを利用したネットワーク管理の概念図 


2.4.1 .メールの受信環境 

本装置のメール送信機能を使用する前に、本装置がメールを送信ずるよラ設定を行ってくだ 
さい。管理者側でメールを受信ずるためには、メールサーバ ( SMTP ) に送信用のアカウン 
卜があることをご殖認ください。また、使用ずる端末のメーラーのインス!-ールおよび設定 
が正しくされていなければなりません。 


24 














































































2.4.2 .メールレポート設定 


「メールレポート設定」を選択すると、図 2-7 になりまず。本装置が管理者へ送信するメー 
ルに関ずる設定ができ、メールのレポートに記録されるトラフイック項目の選択ができます。 



図 2-7 メールレポート設定ウインドウ 
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図 2-7 にて表示される項目はじ(下のとおりでず。設定変更可能な項目については3章の「メ 
ールレポートの設定方法」を参照してください。この機能を使わないときは、「送信先アカウ 
ント」の欄でずべてのチ王ックを外してください。 


メールサーバ 

メールサーバ IP アドレスの設定。 

送信巧アカウント 

本装置からの電子メールを受け取る人（管理を）の電子メールアカウ 
ントの設定。最大3つまで設定す能。レポートとトラップを送るかど 
ラかの選が。 

送信元アカウント 

本装置の電子メールアカウント。使用するメールアカウント名を入力 
することができます。@じ(降のドメインを入力すると、デフォルト 
Switch *.*.*.* ( IP アドレス）@ドメイン名となります。 

レポートの内容 

レポートの本文に記載する内容とファイルを添付するかどラかを選 
おします。ポート情報、トラフィックサマリ、イベント□ブの記載と 
ファイルを添付するかどラかの選択。 

レポート間隔/デー 
夕収集間隔 

トラフィックレポートを電子メールで送信する固期とトラフィック 
データを収集する時間間隔の設定。 

添付ファイ J レの斤ミ式 

電子メールに添付するトラフィックデータのファイル形式の選が。 

ポート選が 

どのポートのトラフィックデータを電子メールに添付するかの選お。 


表 2-3 メールレポート設定ウインドウ表示項目 
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2.4.2.1 .メールレポートの設定方ミ去 

(1) 図 2-7 の変更したい項目へチェック、または入力欄に設定変更内容をキーボード入力し 
ます。 

(2) 「設定」ボタンをクリックしまず。内容が更新されまず。設定しない場合は「キャンセ 
ル」ボタンをクリックしまず。設定した後にメールが設定された送信先アカウントに届 
くかどラかを確認したい場合は、「設定後、テストメールを送信ずる」をワリッワして 
ください。 


2.4.2.2. メールレポートの発行タイミング 

メールレポートを「レポート間隔」の設定により、じ(下のタイミングで発行しまず。 

(1) 本装置に絶対時刻設定がされている場合 

毎曰：毎日、午前0時に発行しまず。 

毎週：毎週、月曜の午前0時に発行しまず。 

毎月：毎月、1曰の午前0時に発行しまず。 

(2) 本装置に絶対時刻が設定されていない場合 

毎曰：本装置の電源投入から24時間ごとに発行しまず。 

毎週：本装置の電源投入から7曰ごとに発行しまず。 

毎月：本装置の電源投入から30曰ごとに発行しまず。 

レポート間隔、収集間隔、カウンタ選択をデータ収集途中で変更した場合は、それまで収集した 
レポート用データはクリアされ、新たに収集を開始しますのでごを意ください。この場合でも、 
24時間トラフ イツ ク□ブのデータには影響ありません。 
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2.4.3. トラップのメール通知 

「メールレポートの設定」にて送信先アカウントを設定し「トラップ」にチェッワずると、 
本装置でトラップが発生したときに図 2-8 のよラなメールが管理者に届きまず。 

図 2-8 は IP アドレス「192.168.1.254」のスイッチに端末がコンソールケーブル経由で □ 
グインをしたことを通知するトラップメールの例です。トラップをメール通知ずるためには 
3.2.4 項の rSNMP 設定」、 3.2.5 項の 「 SNMP トラップ設定」、 3.2.5 項の「トラップ送出 
設定」にて SNMP の設定をずる必要がありまず。 



図 2-8 メールトラップの例 

メー ル通知内容には対象スイッチの U RL も記述されておりますので、それをクリックすると 
自動的に WEB ブラウザが起動し、管理ぺージを開くことができます。 

(メーラーが WEB ブラウザと連動している場合に限りまず。） 


ご注意ホスト名を設定している場合は URL がホスト名で表示されます。本装置に設定したホス 
卜名が D N S サ ー/ '(に登録されている必要があります。 
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2.4.4. トラフィックレポートのメール通知 

「メールレポート設定」にてトラフィッワレポートをメール送信ずるよラ設定ずると、設定 
した周期 （1 曰、1週間、1ヶ月）で定期的にトラフィッワの統計レポートを受け取ること 
ができます。これによってネットワーワのパフォーマンス管理に役立ちます。 

また、トラフィッワレポートには詳細な統計データのファイルを添付ずることができまず。 
添付されるファイルの形式は r メールレポート設定」で選択し、テキストファイルまたは CSV 
ファイルのいずれかを選択します。 



図 2-9 メールレポー トの例 
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図 2-10 メール添付されたテキストファイル 


1 〇 ■ ■ ■ I _ It ■ ■ ■ I _ 12 ._Ji _ |3 ■ ■ ■ I _ k ■ ■ ■ I _ l5 ■ ■ ■ I _ l6 ■ ■ ■ I _ l7 ■ ■ ■ I _ IB ■ ■ . I 

，.HU 饰 fH 户 

[hubname] switch 一 
[domain] mno. co. jp^-* 

[address] 192. 168.1. 254^ 


// VLAN 設を y 

port 12 3 4 5 6 7 8 910111213141516171819 20 2122 23 24 25 26^ 
[10 0001] UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU^ 
一 

II ホートトランキン グー 
一 

//トラフイツクデーター 


[ホート； 01 い 


date titnel 

rxPacketl 

rxBroadj 

rxMultil 

collision! 

error 扛 

12 2618291 

9891 

621 

51 

01 

0^ 

12 26 け ：301 

101 

9! 

0| 

0| 

0^ 

12 2618:401 

9411 

801 

6| 

0| 

0^ 

12 26 23591 

1341 

251 

01 

01 

0^ 

12 27 00001 

471 

4| 

0| 

0| 

0^ 


卜 

: 02 卜 




date 

time] 

rxPacketl 

rxBroadI rxMultil collision] 

errors-* 

- 扛 


2.4.4. 1.メール添付されたテキストファイル 

「メールレポート設定」にてトラフィッワレポートをメール送信ずるよラ設定ずると、設定 
した周期 （1 曰、1週間、1ヶ月）で定期的にトラフィッワの統計レポートを受け取ること 
ができます。これによってネットワークのパフォーマンス管理に役立ちます。 

また、トラフィッワレポートには詳細な統計データのファイルを添付することができまず。 
添付されるファイルの形式は r メールレポート設定」で選択し、テキストファイルまたは CSV 
ファイルのいずれかになりまず。 



1234567890123456789012345678901234 

1111111111222222222233333 
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2.4.4.2. メール添付された CSV ファイル 


「メールレポート設定」の r メールに添付されるトラフ ィツ ワレポートのファイル」として 
CSV ファイルを選択した場合、本装置が収集したトラフィツワデータが CSV 形式でファイ 
ルに記述されます。 

このファイルは一般的な表計算ソフトなどで開くことができ、トラフイックデータをねかり 
やすいグラフ等に加工することができまず。 


|巧 Microsoft Excel - D 1 81 240-051 3 




回固函 1 

函 1 フ 7 イルのおまを）ま示が巧入® 

きすり〉ッ-ルのデ-夕<がな。巧她〜レフお） 


r ::: こ入力 t 

A.'.-zt'.' • _ 田 X 

□な お資位だぶ电 

も玄，を1 凹！ 岛 。 MSP コシ，ク ’ " •] 

a / U 量ミ 
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i_a . を': 3 W お 
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図 2-1 1メール添付された CSV ファイル 
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2.4.4.3. メール添付されたファイルのファイル名 

添付ファイ j レが定期的に複数の本装置から送られてくる場合であってもファイルから送信元 
の本装置、レポート種別が識別できるようになっています。 

添付ファイルのファイル名フォーマットは 

[レポート間隔][本装置の IP アドレス]-[日付].邮張子] 

となっていまず。 

• レポート間隔： D — 日幸良、 W — 週報、 M — 月報 
•本装置の IP アドレス： IP アドレスの下位2バイト 
-日付：レポート開始の日付（または電源投入からの日数） 

• 拡張子： CSV 、 TXT のファイル識月 U 

(例） IP アドレスが111.222 .333.444 の本装置から6月1日の日報が CSV 添付ファイル 
として送られてきた場合、ファイル名は 
D 333444 -0601. CSV 
とな0ます。 

また、時刻設定されていなし N 場合は、12日目の日報ファイル名は 
D 333444 - u 012. CSV 
とな0まず。 
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3. 本装置の設定 

設定を終えた後は、必ず 3.4.3 おの設定情報の保存を巧ラ必要があります。 

この保存を行わない場合、それまでに設定した内容は再起動時に;'肖去されます。 

3.1 .基本情報の表示 

「基本情報」を選択すると図 3-1-1 になります。この画面を選択ずると、本装置の情報を見 
ることができまず。この画面は表示のみで設定ずる項目はありません。 



図 3-1-1 基本情報の表示 
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稼動時間 

本装置が起動してからの通算の時間を表示します。 

ブートコード 
バージョン 

本装置のソフトウ王アのバージョンを表示します。 

ランタイム 

つード 

バージョン 

パードウエア 

情報 

八ードウ王アの情報を表示します。 

バージヨン 

ハードウ王アのバージョンを表术します。 

DRAM サイズ 

実装されている DRAM の容量を表示します。 

フラッシュの 

メモリサイズ 

実装されているフラッシュメモリの容量を表示します。 

コンソールの 

ボーレート 

コンソールのボーレートの表示をしまず。 

管理者情報 

ここで表示される項目は 3.2.1 項の r 基本機能設定」で設定を巧いまず。 

ホスト名 

設定した本装置の名前を表おします。出荷時には何电設定されてい 
ません。設定については 3.2.1 頂を参照してください。 

設置場所 

設定した本装置の設置場所を表おします。出荷時には何电設定され 
ていません。設定については 3.2.1 項を参照してください。 

管理者 

設定した連絡先を表おしまず。出荷時には何电設定されていませ 
ん。設定については 3.2.1 項を参照してください。 

システム 
アドレス1肩幸良 

ここで表示される項目は 3.2.2 章の 「 IP 設定」で設定を斤います。 

MAC アドレス 

本装置の MAC アドレスが表示されます。これは、個々の装置に固 
ちの値で、変更することはできません。 

IP アドレス 

本装置に設定されている IP アドレスを表示します。出荷時には何 
も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されます。設定について 
は 3.2.2 頃を参照してください。 

サブネット 

7スク 

本装置に設定されているサブネットマスクを表示しまず。止 i 荷時に 
は何も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されます。設定につ 
いては 3.2.2 頂を参照してください。 

デフォルト 
ゲートウエイ 

デフォルトゲートウ I イとなるルータの IP アドレスを表示します。 
化荷時には何も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されます。 
設定については 3.2.2 項を参照してください。 

DHCP Mode 

IP の取得に DHCP を利用するかどラかの設定を表示します。設定 
の変更については 3.2.2 項を参照してください。 
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3.2. 基本機能の設定 
3.2.1 .基本機能の設定 

「基本機能の設定」を選択し、「管理情報の設定」を選択ずると図 3-2-1 になります。この画 
面を選択すると、本装置の情報を見ることができます。この画面では機器名称等の管理情報 
を設定します。 



図 3-2-1 管理情報の設定 


表示の説明 


詳細説日月 

システムの説明です。変更できません 

オブジ王クト ID 

M 旧の巧応する ID を表示します。変更できません。 


設定の説明 


ホスト名 

システム名を表示します。化巧時には何も設定されていません。 

設置場所 

設置場所を表示します。出荷時には何も設定されていません。設置場所を入力してくだ 
さい。（半角英数字50字まで入力巧） 

管理者 

管涅者の連絡先を表示します。出荷時には何も設定されていません。 

(半角英数字50字まで入力巧） 


ごを意： SNMP で通知されるメールの送信元アカウントは管理情報設定のホスト名が使用されま 
す。 
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3.2.2. IP アドレスの設定 


「基本機能の設定」を選択し、 「 IP 設定」を選択ずると図 3-2-2 になりまず。この画面では本 
装置の IP アドレスを設定しまず。 
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図 3-2-2 IP アドレスの設定 


表示の説明 

MAC アドレス" I 本装置の MAC アドレスが表示されまず。装置固有の値のため、変更できません。 


設定の説明 


IP アドレス 

現在設定されている IP アドレスを表示します。 

出荷時には何も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されまず。 

サブネット 

7 スク 

現在設定されているサブネットマスクを表示します。 

出荷時には何も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されまず。 

デフオルト 
ゲー トウ エイ 

現在設定されているデフォルトゲートウ I イとなるルータの IP アドレスを表示します。 

止 i 荷時には何も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されまず。 

DHCP による 
割 0 当て 

起動時に動的に IP アドレス取得を行う DHCP の設定を表示しまず。 

Enabled 

起動時に DHCP サーバに IP アドレス取得の要求を行いまず。 

Disabled 

起動時に DHCP サーバに IP アドレス取得の要求を行いません。 

(出荷時） 

DHCP 再取得 

IP アドレスを 

DHCP サーバから巧取得します。 


ごを意この項目を設定しなければ WEB 管理機能、メール通知機能、 SNMP 管理機能 、 Telnet 
によるリモート接続は使用できません。必ず設定してください。ネットワーク上の他の 
装置の IP アドレスと重複してはいけません。また、この項目には、本装置を利用するサ 
ブネット上の他の装置と同じサブネットマスクとデフォルトゲートウェイを設定して 
ください。 
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3.2.3. SNMP 設定 


「基本機能の設定」を選択し、 rSNMP 設定」を選択し、さらに rSNMP 設定」を選択する 
と図 3-2-3 になります。この画面では SNMP マネージャの設定をします。 
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図 3-2-3 SNMP の設定 


表示の説明 


設定の説明 


1 100 


1 TOt 


0 e 


0 e 


0 e 

a o~ 



0 占 ’ 


« e 


9 c' 


9 0 



状態 

SNMP マネージャの状態を選択してください。 

Enabled 

SNMP マネージャがち効であることを表示します。 

(出荷時はエントリを号 1-2) 

Disabled 

SNMP マネージャが無効であることを表示します。 

(出荷時はエントリ番号 3-10) 

アクセス権限 

SNMP マネージャのアクセス権限を選択してください。 

Read-Only 

SNMP マネージャのアクセスは、読み取りのみ可能でず。 

(出荷時はエントリ番号 2-10) 

Read-Write 

SNMP マネージャのアクセスは、読み書き巧能です。 

(出荷時はエントリ番号り 

IP アドレス 

トラップ送信の IP アドレスを入力してください。 

出荷時には何も設定されていませんので 0.0.0. 0と表示されまず。 

コ S ュニティ名 

トラップ送信する場合の現在設定されているコミュニティ名(半角英数20字しソ内)を入 
力してください。（化巧時はエントリ番号1: private、 2: public) 


ごを意この項目を設定しな口ればメール通知機能のトラップ送出メールは送信されません。ま 
た、 3.2. 7項のアクセス条件設定で SNMP マネージャからのアクセスをち効にする必要 
があります。 


エントリ涅号 SNMP マネージャのエントリ番号を表术します。（エント U 香号： 1-10) 


置置置置置 


^vkv^vvvvv 

かかかか h か 

ニニニここ 

111111|ご| 
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3.2.4. SNMP トラップ設定 

「基本機能の設定」を選択し、 rSNMP 設定」を選択し、さらに rSNMP トラップ設定」を 
選択すると図3-2~4になりまず。この画面では SNMP トラップの設定をします。 




図 3-2-4 SNMP トラップの設定 

表示の説明 


設定の説明 


ごを意この項目を設定しな口ればメール通知機能のトラップ送出メールは送信されません。 

また、3 . 2 . 7項のアクセス条件設定で SNMP マネージャからのアクセスをち効にする必 
要があ0ます。 



エントリ番号 トラップの送信先のエントリを号を表示します。（エントリ蓄号： 1-10) 


状態 

トラップの送信状態を選択してください。 

Enabled 

トラップを信が有効です。 

Disabled 

トラップ送信が無効でず。（出荷時） 

タイプ 

トラップのタイプ( V 1 / v 2) を選択してください。 

VI 

SNMP VI トラップを送信しまず。（出荷時） 

v 2 

SNMPV 2 トラップを送信します。 

IP アドレス 

トラップ送信先の1 P アドレスを入力してください。 

コ5ュニティ名 

トラップ送信する場合の現在設定されているコミュニティ名 (20 字が内)を入力してく 
ださい。（化巧時はエントリ番号1 : private 2: public ) 


置置圏置麗 


wnllllllJJ 
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3.2.5. トラッフ ° 送出設定 

「基本機能の設定」を選択し、 rSNMP 設定」を選択し、さらに「トラップ送出設定」を選 
択すると図 3-2-5 になりまず。この画面ではトラップ送出の際の動作設定を行いまず。 



図 3-2-5 トラップ送出設定 


設定の説明 


不止コニュニテ 

ィ名によるアク 
セスがあった時 

不正コミュニティ名によるアクセスがあった時のトラップ送出の設定を行います。 
リンクがダウンした場合、トラップを送化しまず。 

Enabled 

トラップを送ることが巧能です。 

Disabled 

トラップを送ることができません。（出荷時） 

リンクアップ/ダ 
ウンが発生した 
時 

リンク状態が変更された時、トラップ送出する対象のポートを表示します。 

対象ポートを入力し、設定ボタンをクリックしてください。（出荷時:全ポート） 

PoE トラップ 
( M 24 HiPWR 
のみ） 

PoE トラップの設定を表示します。 

設定された供給電力のしきい値を超えた場合にトラップが送出されます。 

Enabled 

PoE トラップを送出しまず。 

Disabled 

PoE トラップを送化しません。（化荷時） 


ご注意：この項目を有効にすると、トラップ(不正コミュニティ名によるアクセス時、リンクア 
ップ/タウン発生時および設定された供給電力のしきい値超過時)の発生時にメール通知 
機能によつてトラップが送出されます。 

また、 3.2. 7項のアクセス条件設定で SNMP マネージャからのアクセスをち効にする必 
要があ0ます。 
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3.2.6 .ポート設定 

「基本機能の設定」を選択し、「ポート設定」を選択ずると図 3-2-6 になりまず。この画面で 
は各ポート状態の表示及びモード等の設定を行います。 



図 3-2-6 ポート設定 


表示の説明 


ポート畜号 

ポートを号を表します。 

トランク 

トランキンブの設定状態をブ j レープ蓄号で表示します。 

ポート種別 

ポートの種類を表します。 

100 TX 

10/100 BAS E - TX を表します。 

1000 T 

1000 BASE - T を表しまず。 

ポート有効/ 
無効 

現在のポートの状態を表しまず。 

Enabled 

ポートが使用可能です。（出荷時） 

Disabled 

ポートが使用不可です。 

1」ンク状態 

現在の u ンクの状態を表しまず。 

Up 

リンクが正常に確なした状態を表しまず。 

Down 

リンクが巧なしていない状態を表します。 

通信モード 

通信速度、全/半二重の設定状態を表します。 

Auto 

才ートネコシエーシヨンモード(出荷時） 

(1000 F ) 

IGbps 全二重 

100 -FDx 

(100 F ) 

100 Mbps 全二重 

100 -HDx 

(100 H ) 

100 Mbps 半二重 

lO - FDx ( IOF ) 

10 Mbps 全二重 

lO - HDx ( IOH ) 

10 Mbps 半二重 

フ□ー コン 

卜□-ル 

フ□ー コント□ールの設定状態を表します。 

Enabled 

フ□-コント□-ルがち効です。 

Disabled 

フ□-コント□-ルが無効です。（出荷時） 
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設定の説明 


ポート番号 

設定するポート涅号を選択してください。 

ポート有効/無効 

ポートの状態を設定しまず。 

Enabled 

ポートが有効です。（出荷時） 

Disabled 

ポートが無効です。 

a 信モード 

通信モードを設定します。 

Auto 

才ートネコシエーシヨンモード(出荷時） 

lOO - FDx ( IOOF ) 

100 Mbps 全二重で接続しまず。 

lOO - HDx ( IOOH ) 

1 00 Mbps 半二重で接続しまず。 

lO - FDx ( IOF ) 

10 Mbps 全二重で接続します。 

lO - HDx ( IOH ) 

10 Mbps 半二重で接続します。 

フ □- 

コント□-ル 

フ□-コント a-j 

レの状態を設定しまず。 

Enabled 

フ□ーコント□ールの状態を有効にします。 

Disabled 

フ□-コント□-ルの状態をお効にします。（出荷時） 
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3.2.7. アクセス条件設定 


「基本機能の設定」を選択し、「アワセス条件設定」を選択ずると図 3-2-7 になります。この 
画面では SNMP 、 WEB 等のアクセスに関する設定を行いまず。 
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図 3-2-7 アクセス条件設定 


設定の説明 


コンソール接続 
タイムアウト 

コンソ ー J レで接続しているときに、何も入力がなかった場合のセッションが切れるまで 
の時間を分単ので表おします。出荷時は 5 分に設定されています。 

Telnet 接続タイ 
ムァゥト 

Telnet で U モート接続しているときに、何も入力がなかった場合、セッションが切れ 
るまでの時間を分単位で表示しまず。出荷時は 5 分に設定されています。 

Telnet サーバ 

Telnet サーバへのアクセス許可の設定をします。 

Enabled 

Telnet サーノ への U モートアクセスがち効でず。（出荷時） 

Disabled 

Telnet サーノ への U モートアクセスが無効でず。 

SNMP 

マネージャ 

SNMP マネージャのアクセス許可の設定をします。 

Enabled 

SNMP マネージャのアクセスがち効です。 

Disabled 

SNMP マネージャのアクセスが無効です。（出荷時） 

WEB サーバ 

WEB サーバのアクセス許可の設定をします。 

Enabled 

WEB サーバへのアワセスがち効です。 

Disabled 

WEB サーバへのアクセスが無効です。（化巧時） 


ごを意： WEB 管理機能にて設定を行う場合は、まずはじめに〕ンソールメニューから化」、 rs 」、 
fwj を順に入力し 、 「Enabled or Disabled web server ( E / D ) J と表示された後に re 」 
と入力して WEB サーバのアクセスをち効にしてください。 
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3.2.8. ユーザ名/パスワード設定 

「基本機能の設定」を選択し、「ユーザち/パスワード設定」を選択ずると図 3-2-8 になりま 
す。この画面ではユーザ名/パスワードの設定を行いまず。 



図 3-2-8 ユーザ名//《スワード設定 


設定の説明 


現在のユーザ名 

現在設定されているユーザ名を入力してください。（化荷時: manager ) 

現在の 
パスワード 

現在設定されているパスワードを入力してください。（出荷時: manager ) 

新しいユーザ名 

新しいユーザ名を入力してください。 

新しい 
パスワード 

新しいパスワードを入力してください。 

新しい 
パスワード 
(再入力） 

確認のため再度新しいパスワードを入力してください。 


ご注意変更したユーザ名およびパスワードは忘れないようにしてください。 

コンソール 、 Telnets WEB 全てにおいて□ブインする際に必要となります。 
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3.2.9. MAC アドレステーブルへの追加 


「基本機能の設定」を選択し、「フォワーディング」を選択し、さらに 「 MAC アドレステー 
ブルへの追加」を選択すると図 3-2-9 になりまず。この画面ではフォワーディングデータべ 
-スへ静的に MAC アドレスの登録を行います。 
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図 3-2-9 MAC アドレステープ ' J レへの追加 


表示の説明 


ポート番号 

静的に追加された MAC アドレスのポートを表示します。 

VLAN ID 

静的に追加された MAC アドレスの VLAN ID を表示します。 

MAC アドレス 

静的に追加された MAC アドレスを表示します。 


設定の説明 


ポート(追加） 

静的に追加する MAC アドレスのポートを選択してください。 

VLAN ID (追加） 

ポート(追加)選択後、静自勺に追如する MAC アドレスの VLAN ID を入力してください。 

MAC アドレス 
(追加） 

ポート選択(追加)、 VLAN ID (追如)入力後、静的に追如する MAC アドレスを入力し、 
設定ボタンをワ U ックしてください。 

VLAN ID (削除） 

削除する MAC アドレスの VLAN ID を入力してください。 

MAC アドレス 
(追加） 

VLAN ID (削除)入力後、削除する MAC アドレスを入力し、設定ボタンをクリックして 
ください。 

巧ページ 

巧ページボタンをワリックすると、巧ページに移ります。 

前ぺージ 

前ページボタンをワリックすると、前ページに移ります。 


44 
























3.2.10. MAC アドレステーブルの表示(ポート毎） 

「基本機能の設定」を選択し、「フォワーディング」を選択し、さらに 「 MAC アドレステー 
ブルの表示(ポート毎)」を選択すると図 3-2-10 になります。この画面ではフォワーディング 
データベースからポート毎の MAC アドレスの表示を行います。 



図 3-2-10 MAC アドレステー刀レの表示(ポート毎) 


表示の説明 


ポート番号 

MAC アドレステーブルにある MAC アドレスのポートを号を表示します。 

MAC アドレス 

ポートにある MAC アドレスを表示します 


設定の説明 


ェージング 

タイム 

MAC アドレステーブルに MAC アドレスを保持する時間 (エー ジングタイム)を入力し 
てください。（化巧時： 3 〇0砂） 

ポート選択 

表示させたいポートを選択してください。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックすると、巧ページに移ります。 

前ページ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 
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3.2.11. MAC アドレステーブルの表示(アドレス順） 

「基本機能の設定」を選択し、「フォワーディング」を選択し、さらに 「 MAC アドレステー 
ブルの表示(アドレス順)」を選択すると図 3-2-11 になります。この画面ではフォワーディン 
グデータベースからアドレス順の MAC アドレスの表示を行いまず。 
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図 3-2-11 MAC アドレステーブルの表示(アドレス順) 


表示の説明 


ポート番号 

MAC アドレステーブルにある MAC アドレスのポートを号を表示します。 

MAC アドレス 

ポートにある MAC アドレスを MAC アドレス順で表示します 


設定の説明 


ェージング 

タイム 

MAC アドレステーブルに MAC アドレスを保持する時間 (エー ジングタイム)を入力し 
てください。（化巧時： 3 〇0砂） 

巧ページ 

巧ページボタンをワリックすると、巧ページに移ります。 

前ページ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 
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3.2.12. MAC アドレステーブルの表示 ( VLAN 毎） 

「基本機能の設定」を選択し、「フォワーディング」を選択し、さらに 「 MAC アドレステー 
ブルの表示 ( VLAN 毎)」を選択ずると図 3-2-12 になります。この画面ではフォワーディング 
データベースから VLAN 毎の MAC アドレスの表示を行います。 



図 3-2-12 MAC アドレステー刀レの表示 ( VLAN 毎) 


表示の説明 


ポート番号 

MAC アドレステーブルにある MAC アドレスのポートを号を表示します。 

MAC アドレス 

選巧した VLAN に所属した MAC アドレスを表示しまず 


設定の説明 


ェージング 

タイム 

MAC アドレステーブルに MAC アドレスを保持する時間 (エー ジングタイム)を入力し 
てください。（化巧時： 3 〇0砂） 

VLAN ID 選が 

MAC アドレスを表示させたい VLAN ID を選択してください。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックすると、巧ページに移ります。 

前ページ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 
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3.2.13. SNTP 設定 

「基本機能の設定」を選択し、 「 SNTP の設定」を選択ずると図 3-2-13 になりまず。この画 
面では本装置の時刻設定を行うための SNTP サーバ設定を行います。 



図 3-2-1 3本装置の時刻設定 


表示の説明 


時刻(時:巧:秒） 

現在本装置に設定されている時刻(時:分:砂)を表示します。デフォルトでは起動からの 
経過時間が表示されます。 

曰付(年:月:日） 

現在本装置に設定されている曰付(年:月：曰）と曜日を表示します。デフォルトでは 

1900/01/01 Thursday からの経過日数が表示されます。 


設定の説明 


SNTP サーバ IP 

時刻同期を斤う SNTP サー/\'の IP アドレスを入力してください。 

SNTP 更新間隔 

SNTP サ ー/ \'との時刻同期間隔を入力してください。 

(出荷時: 144 〇巧= 24 時間） 

タイムゾーン 

タイ厶ゾーンを選択してください。 

(出荷睁 ( GMT +〇 9 :0 0) Osaka , Sappo 「 o , Tokyo ) 


ご注意： SNTP サーバがファイアウォールの外部にある場合、システム管理者の設定によっては 
SNTP サーバと接続できない場合があります。詳しくはシステム管理者にお問い合わせ 
ください。 

SNTP 機能を無効にしたい場合は、 SNTP サーバ IP を 0.0.0.0 に設定してください。 
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3.3. 拡張機能の設定 
3.3.1. VLAN 情報/修正 

「拡張機能の設定」を選択し、 rVLAN 設定」を選択し、 rVLAN 情報/修田を選択ずると図 
3-3-1 になりまず。この画面では設定された VLAN の参照を行います。 



図 3-3-1 VLAN 情報/修正 


表示の説明 


VLAN ID 

3.3.2 項の VLAN で作成された VLAN ID を表示します。 

VLAN 名 

3.3.2 項の VLAN で作成された VLAN 名を表示しまず。 

VLAN タイプ 

VLAN の種類を表示します。 

Permanent 

初期設定の VLAN を表します。この VLAN を削除することはできませ 

ん 

(出荷時: VLAN ID 1) 

Static 

新たに作成された VLAN であることを表しまず。 

マネジメント 

VLAN 

VLAN が管理 VLAN であるかを表示します。 

UP 

マネジメント VLAN(CPU と通信可能な VLAN ) であることを示します。 
マネジメント VLAN は最低1つ UP にずる必要があります。 

Down 

マネジメント VLAN ではないことを表します。 


設定の説明 


修正/削除 

設定された VLAN の修正/削除を行います。 

修正 

巧ページに説明してお0まず。 

削除 

設定された VLAN を削除します。削除をワリッワすると rVLANxx を 
削除しますか？」という表示されますので、削除する場合は r はい」を、 
削除しない場合は「キャンセル」をクリックしてください。 

巧ページ 

巧ページボタンをワリックすると、巧ページに移ります。 

前ぺージ 

前ページボタンをワリックすると、前ページに移ります。 
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3.3.2. VLAN 修正 


け広張機能の設定」を選択し、 「 VLAN 設定」を選択し、 「 VLAN 情報/修正」を選択し、さら 
に rVLAN 修正」を選択すると図 3-3-1-1 になります。この画面では設定された VLAN の修 
正を行いまず。 



表示の説明 

VLAN ID 択された VLAN の VLAN ID を表示します。 


設定の説明 


VLAN 名 

任意の VLAN 名を入力します。 

メンバーポート 

VLAN のメンバーポートとする場合に選択します。 

メン/ \'一外 
ポート 

VLAN のメンノ（ーポートとしない場合に選択します。 

キャンセル 

変更されたポート選択が元に戻0ます。 
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3.3.3. VLAN 作成 

「拡張機能の設定」を選択し、 「 VLAN 設定」を選択し、 「 VLAN 作成」を選択ずると図 3-3-2 
になります。この画面では設定された VLAN の作成を行います。 
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図 3-3-2 VLAN 作成 


設定の説明 


VLAN ID 

作成する VLAN ID を入力してください。 

VLAN 名 

作成する VLAN 名を入力してください。 

メンバーポート 

VLAN のメンバーポートとする場合に選択します。 

か 、外 
ポート 

VLAN のメンノ（ーポートとしない場合に選択します。 

キャンセル 

変更されたポート選択が元に戻0ます。 
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3.3.4. VLAN ポート設定 

け広張機能の設定」を選択し、 「 VLAN 設定」を選択し、 「 VLAN ポート設定」を選択すると 
図 3-3-3 になります。この画面では設定された VLAN のポート設定を行います。 
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図 3-3-3 VLAN ポート設定 


表示の説明 


ポート畜号 

ポートを号を表示します。 

PVID 

ポートの PVID (ポート毎の VLAN の ID) を表示します。（化巧時:全ポート 1) 

受信フレーム 
タイプ 

受信フレー厶のタイプを表示しまず。 

Admit All 

全てのフレー厶を受信します。（出荷時） 

Tagged 

Only 

タブ付フレー厶のみ受信します。 


設定の説明 


ポート番号 

巧象のポート畜号をチ王ッワしてください。 

全て選択ボタンをク U ックすると全ポートが選択、全て解除ボタンをクリックすると全 
ポートが解除されまず。 

PVID 

PVID(Port VLAN ID) を表示します。 PVID はタブなしのパケットを受信した場合に、 
どの VLAN ID に送信するかを表しまず。出荷時は 1 に設定されています。 

タブつきのパケットを受信した場合は VLAN タブを参照し、送信先のポートを決定しま 
す。 

受信フレーム 
タイプ 

受信フレー厶のタイプを表示しまず。 

Admit All 

全てのフレー厶を受信します。（出荷時） 

Tagged 

Only 

タブ付フレー厶のみ受信します。 
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3.3.5. D け fserv の設定(クラスの設定） 

「拡張機能の設定」を選択し、 「 Diffserv 設定」を選択し、「クラス設定」を選択すると図 3-34 
になりまず。この画面では Diffserv のクラス設定を行います。 



表示の説明 


登録数 

作成されているクラスの数を表示します。 

ワラスのインデッワス 

クラスのインデックス番号を表示しまず。 

を信元 MAC アドレス 

クラスの送信元 MAC アドレスを表示します。 

宛先 MAC アドレス 

クラスの宛先 MAC アドレスを表示します。 

VLAN ID 

クラスの VLAN ID を表示します。 

送信元 IP アドレス 

を信元 IP アドレスを表示します。 

宛先 IP アドレス 

宛先 IP アドレスを表示します。 

DSCP 

優先度情報 DSCP(Diffserv Code Point ) 値を表示します。 

Protocol 

プ□トコル番号を表示します。 

Scr L 4 Port 

L 4 の送信元のポート番号を表示します。 

Dst L 4 Port 

L 4 の宛先のポート番号を表示します。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックすると、巧ページに移ります。 

前ページ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 
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設定の説明 


ワラスのインデッワス 

ワラスのインデッワス番号を入力してください。 

インデックス番号は入力しなければ、ワラスを作成することはできません。 

送信元 MAC アドレス 

対象とする送信元 MAC アドレスを入力してください。 

宛先 MAC アドレス 

対象とする宛先 MAC アドレスを入力してください。 

VLAN ID 

対象とする VLAN ID を入力してください。 

送信元 IP アドレス 

対象とする送信元 IP アドレスを入力してください。 

宛先 IP アドレス 

対象とする宛先 IP アドレスを入力してください。 

DSCP 

対象とする DSCP 値を入力してください。 

Protocol 

対象とするプ□トコルを号を入力してください。 

Scr L 4 Port 

対象とする L 4 の送信元のポート番号を入力してください。 

Dst L 4 Port 

対象とする L 4 の宛先のポート番号を入力してください。 
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3.3.6. Diffserv の設定(インプ□ファイルアクションの設定） 

け広張機能の設定」を選択し、 「 Diffserv 設定」を選択し、「インプ□ファイルアワションの 
設定」を選択すると図 3-3-5 になります。この画面では Diffserv のインプ□ファイルの設定 
を行いまず。 



図 3-3-5 インプ□ファイルアクション設定 
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表示の説明 


登録数 

作成されているインプ□ファイルの数を表示します。 

インデックス 

インプ□ファイルのインデッワス番号を表示しまず。 

アクション 

ワラスによって指定されたフレー厶に対するアクションを表示しまず。 

破棄 

フレームを破棄します。 

DSCP 値に 
変換 

DSCP 値を付加(マーキング)します。 

Precedence 
値に変換 

Precedence 値を付加(マーキング）します。 

CoS 値に 
変換 

CoS 値を付加(マーキング）します。 

値 

DSCP 値、 Precedence 値、 〔 oS 値の値を表おします。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックすると、巧ページに移ります。 

前ページ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 


設定の説明 


インデックス 

インプ□ファイルのインデッワス番号を入力してください。 

アクション 

ワラスによって指定されたフレー厶に対するアクションを設定します。 

破棄 

フレームを破棄しまず。 

DSCP 値に 
変換 

DSCP 値を付如(マーキング)します。 

Precedence 
値に変換 

Precedence 値を付加(マーキング）します。 

CoS 値に 
変換 

CoS 値を付加(マーキング）します。 

値 

DSCP 値、 Precedence 値、 〔 oS 値の値を入力します。 
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3.3.7. Diffserv の設定(アウトプ□ファイルアクションの設定） 

け広張機能の設定」を選択し、 「 Diffserv 設定」を選択し、「アウトプ□ファイルアワション 
の設定」を選択すると図 3-3-6 になります。この画面では Diffserv のアウトプ□ファイルの 
設定を行います。 

※アウトプ□ファイルの設定は Diffserv 設定に必須ではありませんので、必要に応じて設定 
してください。 



図 3-3-6 アウトプ□ファイルアクション設定 
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表示の説明 


登録数 

作成されているアウトプ□ファイルの数を表示しまず。 

インデックス 

アウトプ□ファイルのインデックス番号を表示します。 

保障レート 

インプ□ファイルで処理を巧5最大レートを表示しまず。 

このレートを超えたフレームをアウトプ□ファイルにて処理しまず。 

1 Mbps/unit 

1 Mbps 単位でず。 

8 Mbps/unit 

8 Mbps で1単位です。（例： 800 Mbps ^ 100) 

バーストサイズ 

フレームをバッファに蓄積できる最大のサイズを示します。 

バーストサイズは 4 K 、8 K 、16 K 、32 K 、64 K から選択しまず。 

( M 12 Gro &16 K 、20 K 、32 K 、44 K 、76 K 、140 K 、268 K 、524 K ) 

アクション 

ワラスによって指定され、かつ保証レートを超えたフレームに対するアクションを表示 
しまず。 

破棄 

フレームを破棄します。 

DSCP 値に 
変換 

DSCP 値を付加(マーキング)します。 

値 

DSCP 値を表示しまず。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックすると、巧ページに移ります。 

前ページ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 


設定の説明 


インデックス 

アウトプ□ファイルのインデックス番号を指定します。 

保障レート 

インプ□ファイルで処理を巧う最大レートを指定します。 

このレートを超えたフレームをアウトプ□ファイルにて処理しまず。 

1 Mbps/unit 

1 Mbps 単位で指定します。 

8 Mbps/unit 

8 Mbps を1単位として指定します。（例： 800 Mbps ^100) 

バーストサイズ 

フレームをバッファに蓄積できる最大のサイズを指定します。 

バーストサイズは 4 K 、8 K 、16 K 、32 K 、64 K から選択しまず。 

( M 12 GOT &16 K 、20 K 、32 K 、44 K 、76 K 、140 K 、268 K 、524 K ) 

アクション 

ワラスによって指定されたフレームにインプ□ファイルで賄いきれなかったフレー厶 
のアワシヨンを行います。 

破棄 

フレームを破棄します。 

DSCP 値に 
変換 

DSCP 値を付如(マーキング)します。 

値 

DSCP 値を指定しまず。 


58 






3.3.8. Diffserv の設定(ノーマッチアクションの設定） 

け広張機能の設定」を選択し、 「 Diffserv 設定」を選択し、「ノーマッチアクション設定」を 
選択すると図 3-3-7 になりまず。この画面では Diffserv のノーマッチアクションの設定を行 
います。 

※ノーマッチアクションの設定は Diffserv 設定に必須ではありませんので、必要に応じて設 
定してください。 



図 3-3-7 ノーマツチアクション設定 


表示の説明 


登録数 

作成されているノーマッチアクションの数を表示します。 

インデックス 

ノーマッチアクションのインデッワスを号を表示します。 

アクション 

クラスによって指定されなかったフレームに対するアクションを表示しまず。 

破棄 

フレームを破棄します。 

DSCP 値に 
変換 

DSCP 値を付如(マーキング)します。 

Precedence 
値に変換 

Precedence 値を付加(マーキング）しまず。 

CoS 値に 
変換 

CoS 値を付加(マーキング）します。 

値 

各値を表示しミ 

巧。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックすると、巧ページに移ります。 

前ぺージ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 
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設定の説明 


インデックス 

ノーマッチアワションのインデッワス香号を入力し、設定ボタンをワリッワしてくださ 
し、。インデッワスを入力しなければノーマッチアクションを作成することはできませ 
ん。 

アクション 

ワラスによって指定されなかったフレームにアクションを巧いまず。 

破棄 

フレームを破棄します。 

DSCP 値に 
変換 

DSCP 値を付加(マーキング)します。 

Precedence 
値に変換 

Precedence 値を付加(マーキング）します。 

CoS 値に 
変換 

CoS 値を付加(マーキング）します。 

値 

DSCP 値、 Precedence 値、 〔 oS 値の値を入力します。 
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3.3.9. D け fserv の設定(ポートリストの設定） 

け広張機能の設定」を選択し、 「 Diffserv 設定」を選択し、「ポートリスト設定」を選択する 
と図 3-3-8 になります。この画面では Diffserv のポートリストの設定を行います。 



図 3-3-8 ポートリストの設定 


表示の説明 


登録数 

作成されているポートリストの数を表示します。 

インデックス 

ポートリストのインデッワス番号を表示します。 

ポートリスト 

ポリシーの適用対象とするポートのリストを表示します。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックすると、巧ページに移ります。 

前ぺージ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 


設定の説明 


インデックス 

ポートリストのインデッワス番号を指定します。 

ポートリスト 

ポリシーの適用対象とするポートのリストを指定します。 
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3.3.10. Diffserv の設定(ポリシーの設定） 

け広張機能の設定」を選択し、 「 Diffserv 設定」を選択し、「ポリシーの設定」を選択ずると 
図 3-3-9 になります。この画面では Diffserv のポリシーの設定を行いまず。 



図 3-3-9 ポリシーの設定 


表示の説明 


登録数 

作成されているポリシーの数を表示します。 

インデックス 

ポリシーのインデッワス番号を表示します。 

クラス 

クラスで設定したインデックス番号を表示しまず。 

シーケンス番号 

ポリシーが複数ある場合の適用順を表示します。 

値の大きいものからポリシーが適田されまず。 

インプ□ファイル 

インプ□ファイ j レで設定したインデッワス番号を表示します。 

ノーマッチ 

ノーマッチアワシヨンで設定したインデッワス番号を表示します。 

アウトプ□ファイル 

アウトプ□ファイルで設定したインデッワス畜号を表示します。 

ポートリスト 

ポートリストで設定したインデックスを号を表示します。 

状態 

ポリシーの状態を表示します。 

Enable 

ポリシーがちタカです。設定を変更する場合は無効にする必要があ0ます。 

Disable 

ポリシーが無効です。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックすると、巧ページに移ります。 

前ぺージ 

前ページボタンをクリックすると、前ページに移ります。 
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設定の説明 


ポリシーの 
インデックス(必須） 

ポリシーのインデックス香号を入力してください。 

クラスの 

インデックス(必須） 

クラスで設定したインデックス番号を入力してください。 

シーケンス番号(必須） 

シーケンス番号を入力してください。 

ポリシーが複数ちる場合は、値の大きいものから優先して適用されます。 

インプ□ファイルアク 
ションのインデックス 
(必須） 

インプ□ファイルアワシヨンで作成したインデックス番号を入力してください。 

ノーマッチアクション 

のインデッワス 

ノーマッチアクシヨンで作成したインデックス香号を入力してください。 

アウトプ□ファイルの 

インデックス 

アウトプ□ファイルで作成したインデックス番号を入力してください。 

ポートリストの 
インデックス(必須） 

アウトプ□ファイルで作成したインデックス番号を入力してください。 

状態 

ポリシーの状態を指定しまず。 

Enable 

ポリシーをち効にします。 

Disable 

ポ U シーを無効にします。 
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3.3.11. D け fserv の設定(ポリシー、シーケンス番号 表术） 

け広張機能の設定」を選択し、 「 Diffserv 設定」を選択し、「ポリシー、シーケンス番号表示」 
を選択すると図 3-3-10 になります。この画面では Diffserv のポリシー、シーケンス番号の 
表术をしまず。 


- 〇 ■之、々， # ル , C • 百 ■一 



す 



図 3-3-10 ホ°リシー、シーケンス番号表巧 


表示の説明 


ポート番号 

ポリシー、シーケンス香号の順に表示しまず。 

ポリシーの 
インデックス順表示 

ポリシーインデッワス順にシーケンス番号を表示します。 

シーケンス番号順表示 

シーケンス番号順にポリシーインデックスを表示します。 
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3.3.12. QoS 設定 

け広張機能の設定」を選択し、 「 QoS 設定」を選択すると図 3-3-11 になりまず。この画面で 
は QoS の設定を行います。 
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図 3-3-11 QoS 設定 


設定の説明 


QoS のち効/無効 

IEEE 802 . Ip を用いた QoS の状態を指定します。 

Enaolea 

QoS がち効です。 

Disabled 

QoS が無効です。（出荷時） 

プライオリティ/ 
キューマッピング 

VLAN タブ内のプライオリティ値に対する優先度設定を行います。 

プライオリティ 

VLAN タブ内のプライオリティ値です。 

キユー 

プライオリティ値に対応させる優先度を指定します。 

大きな値が指定されたキューが優先して処理されまず。 

( M 12 G : 〇〜7、 M 12 X / M 24 HiPWR : 0~3) 
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3.3.13. RADIUS 設定 


「拡張機能の設定」を選択し 、 「Port Security 」 を選択し、 「 RADIUS 設定」を選択ずると図 
3-3-12 になりまず。この画面では RADIUS 設定を行います。 



図 3-3-1 2 RADIUS の設定 


設定の説明 


サーバ IP アドレス 

RADIUS サーバの IP アドレスを表示します。（出荷時:0.0.0.0) 

シェアード 

シークレット 

RADIUS 認証の際に用いるな通鍵(シェアードシークレツト）を表示します。 

RAD 1 US サーバ側と本装置とで同じ値に設定をする化要があります。 

応答時間 

RADIUS サーバへの認証要おに対する最大待機時間を表示しまず。（出荷時:10砂） 

最大再送回数 

RADIUS サーバへの認証要おが再送される回数を表示しまず。（出荷時:3回） 
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3.3.14. IEEE 802 .1 X 設定 

「拡張機能の設定」を選択し 、 「Port Security 」 を選択し、「802 . lx 設定」を選択ずると図 
3-3-13 になりまず。この画面では IEEE 802. IX 認証の設定を行いまず。 
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図 3-3-1 3 IEEE 802. IX 認証の設定 


i 晒：语画："画 
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設定の説明 


NAS ID 

本装置の NAS ID を指定しまず。（出荷時： Nasi ) 

ポート選択 

設定対象のポートの奮号を選択します。 

初期化 

選択されたポートに対する認証を初期化しまず。 

Yes 

認証の初期化を斤います。 

No 

認証の初期化を斤いません。 

再認証の実行 

定期的な再認証の実巧状態を選択します。 

Yes 

再認証を行います。 

No 

再認証を行いません。 

ポート番号 

選択されたポートの設定を表示します。 

ポート状態 

ポートの認証状況を表おしまず。 

Unautnorized 

認証が許可されておらず通信不可な状態でず。 

Authorized 

認証が許可され、通信可能な状態です。（出荷時） 

ポート動作設定 

選択されたポートの1 EEE 802. 1 X 認証動作を指定します。 

Auto 

IEEE 802.1 X 認証がち効です。 

Force-unauthorized 

全ての通信を破棄します。 

Force-authorized 

全ての通信を許可します。（化巧時） 

通萬ポートの 
制御方向 

現在制限されている通 fi 

1方向を表示しまず。 

Both 

送信-受信双方の通信を破棄します。（出荷時） 

In 

本装置へ受信される通信のみを破棄します。 

管理者ポートの 
制御方向 

ポートの認証が許巧されていない時に制限する通信方向を指定しまず。 

Both 

送信-受信ヌ又方の通信を破棄します。（出荷時） 

In 

本装置へ受信される通信のみを破棄します。 

認証失敗時の 
待機時間 

認証が失敗した際、巧の認証要あを行ラまでの時間を指定しまず。（出荷時:60秒） 

認証の再送信 
要お間隔 

RADIUS サーバへの認証要求を再送するまでの間隔を指定します。（出荷時:30砂） 

サプリカントの 
タイムアウト 

サプ U カントのタイムアウト時間を指定しまず。（出荷時:30秒） 

サーバの 
タイ厶アウト 

RADIUS サーバのタイムアウト時間を指定しまず。（出荷時:30秒） 

再認証の 

最大要お回数 

再送信試行回数を指定しまず。（出荷時:2回） 

定期的再認証の 
試行間隔 

再認証間隔を指定しまず。（出荷時:3600砂） 

定期的再認証 
のち効/無効 

再認証の状態を表しまず。 

Enaolea 

定期のに再認証を行います。 

Disabled 

定期的に再認証を巧いません。（お巧時） 
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3.3.15. トランク設定 

け広張機能の設定」を選択し、「トランワ設定」を選択すると図 3-3-14 になりまず。この画 
面ではトランク設定を行います。 
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図 3-3-14 トランク設定 


表示の説明 


LACP システ厶 

プライオリティ 

LACP を用いてトランクを構成する際に必要な本装置の優先順化です。 

数値がルさいほど優况頃位が高くなります。（出荷時:1 ) 

グループキー 

トランクのグループキーを表示します。 

動作モード 

トランクの動作モードを表示します。 

Active 

LACP フレー厶をさ化し、動的にトランクを構成しまず。 

対向の動作モードは Active または Passive にする必要があります。 

Passive 

対向からの LACP パケツトを受信してトランクを構成します。 
対向の動作モードは Active である必要があります。 

Manual 

LACP を利用せず、静的にトランクを撞成します。 

対向の動作モードも同様に Manual にする必要があ D まず。 

メンバー 

ポートリスト 

トランクに属しているポートを表示します。 

セット 

修正ボタンをク U ックすると設定変更が可能でず(巧ページ） 

ポート 

プライオリティ 

ポートプライオリティ設定の画面 （3.3.1 5頃）に移ります。 
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設定の説明 


LACP システム 

プライオリティ 

LACP を用いてトランクを撞成する際に必要な本装置の優先順化を指定します。 

数値がルさいほど優先順位が高くなります。（出荷時:1 ) 

グループキー 

トランワのグループキーを指定してください。 

動作モード 

トランクの動作モードを指定しまず。 

Active 

LACP フレームを送出し、動的にトランクを構成しまず。 

対向の動作モードは Active または Passive にする必要があります。 

Passive 

対向からの LACP パケツトを受信してトランクを構成します。 
対向の動作モードは Active である化要があります。 

Manual 

LACP を利用せず、静的にトランクを構成します。 

対向の動作モードも同様に Manual にする必要があ0ます。 

グループ 

メンバー 

グループの対象とするポートを選択します。 
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図 3-3-14-1 トランクの修正 


設定の説明 


動作モード 

トランクの動作モードを指定します。 

Active 

LACP フレー厶をさ化し、動的にトランクを構成します。 

対向の動作モードは Active または Passive にする必要があります。 

Passive 

対向からの LACP パケツトを受信してトランクを構成します。 
対向の動作モードは Active である化要があります。 

Manual 

LACP を利用せず、静的にトランクを構成します。 

対向の動作モードも同様に Manual にする必要がありまず。 

グループ 

メンバー 

グループの対象とするポートを選択します。 

グループを削除する場合は、全てのポートのチェックをタトしてください。 
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3.3.16. ポートプライオリティ設定 

「拡張機能の設定」を選択し、「トランワ設定」を選択し、ポートプライオリティボタンをワ 
リッワずると図 3-3-1 5になります。この画面ではポートプライオリティの設定を行います。 
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図 3-3-1 5ポートプライオリテイの設定 


表示の説明 


LACP 

システ厶 

プライオリティ 

LACP を用いてトランクを構成する際に必要な本装置の優先順化を指定します。 

数値がルさいほど優况慣位が高くなります。（出荷時:1 ) 

システ厶 ID 

LACP を用いてトランクを構成する際に必要な本装置の ID です。 

本装置の MAC アドレスが割り当てられており変更はできません。 

ポート香号 

本装置のポート番号を表示します。 

ポート 

プライオリティ 

LACP 利用時のトランクポート選択用優先順化です。数字がルさいほど優先順化が高く 
なりまず。ブループへ9ポートしソ上を設定した晩こ利用されます。（化巧時: 1) 

巧ページ 

巧ページボタンをワリックすると、巧ページに移ります。 

前ぺージ 

前ページボタンをワリックすると、前ページに移ります。 


設定の説明 


ポート番号 

巧象とするポート蓄号を指定します。 

プライオリティ 

LACP 利用時のトランクポート選択用優先順化です。数字がルさいほど優先順化が高く 
なります。グループへ9ポートしソ上を設定した際に利用されます。（出荷時: 1) 
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3.3.17 .ストームコント□ール設定 

け広張機能の設定」を選択し、「ス I -ームコント□-ル設定」を選択し、ポートプライオリテ 
イボタンをクリックすると図 3-3-16 になります。この画面ではス I -ームコント□ール設定を 
行いまず。 



図 3-3-16 ス I ''ームコント□ールの設定 
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表示の説明 


Unknown 

ユニキ中スト 

Unknown ユニキ中ストに対ずるス1-一厶コント□ールの状態を表示しまず。 

(出荷時 Disabled ) 

Enaoled 

Unknown ユニキヤストのス1ムコント□-ルがち効です。 

Disabled 

Unknown ユニキャストのス1'―ムコント□-ルが無効でず。 

ブ□-ド 

キャスト 

ブ□ー ドキ中ストに対するのス1''ームコント□ールの状態を表示しまず。 

(出荷時 Disabled ) 

Enaoled 

ブ□-ドキャストのストームコント □ -ルがち効です。 

Disabled 

ブ□-ドキャストのス1'•一厶コント □ ー ルが無効です。 

マルチ 

キャスト 

マルチキ中ス1 

、に対するス1厶コント□-ルの状態を表示します。（出荷時： Disabled ) 

Enaoled 

マルチキャストのス1'―ムコント□-ルが'ち効です。 

Disabled 

マルチキャストのス1'―ムコント□-ルが巧効です。 

しきい値 

ス1'―ムコン1 

、□ールの制御を行ラパケツト数を表示しまず。 


設定の説明 


ポート番号 

ス1ムコント□-ルの対象とずるポートを選択しまず。 （ M 12 G のみ） 

Unknown 

ユニキ中スト 

Unknown ユニキャストのス1'―ムコント□-ルの状態を設定しまず。 

Enaoled 

Unknown ユニキヤストのス1'―ムコント□-ルが有効です。 

Disabled 

Unknown ユニキャストのス1'―ムコント□-ルが無効でず。（出荷時） 

ブ□-ド 
キャスト 

ブ□-ドキャストのス1'―ムコント□ールの状態を設定します。 

Enaoled 

ブ□-ドキヤストのストームコント □ -ルがち効です。 

Disabled 

ブ□-ドキャストのス1'•-厶コント□-ルが無効です。（出荷時） 

マルチ 

キャスト 

マルチキ中ス1 

、のストームコント□ー ルの状態を設定します。 

Enaoled 

マルチキャストのス1'―ムコント□-ルが'有効です。 

Disabled 

マルチキャストのス1'―ムコント□-ルが無効でず。（出荷時） 

しきい値 

ス1ムコン1 

、□ールの制御を行ラパケツト数を設定しまず。 
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3.3.18. ポートモニタリンブ設定 

け広張機能の設定」を選択し、「ポートモニタリング設定」を選択すると図 3-3-17 になりま 
す。この画面ではポートモニタリング設定を行います。 
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図 3-3-17 ポートモニタリングの設定 


設定の説明 


モニタするポート 

モニタで取得したパケットの送信先ポート番号を表示します。（出荷時: 1) 

モニタされる 
ポート 

モニタされるポートのポート香号を表します。（出荷時: 2) 

方向 

モニタを行5通信方向を表示します。 

送信 

送信パケットをモニタします。 

受信 

受信パケットをモニタします。 

送受信 

送受信パケットともにモニタします。（化巧時） 

状態変更 

ポートモニタ U ンブの状態を表示します。 

Enaolea 

ポートモニタリンブがち効でず。 

Disabled 

ポートモニタリンブが無効でず。（出荷時） 
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3.3.19. RSTP ブ□-バル設定 

「拡張機能の設定」を選択し、 「 RSTP 設定」を選択し、 「 RSTP ブ□-バル設定」ずると、図 
3-3-18 になりまず。この画面で RSTP グ□ーバル設定を行いまず。 
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図 3-3-18 RSTP の設定 


設定の説明 


ブ□-バル RSTP 
状態 

スノ \°ニンブツ U —の動作状態を設定しまず。 

Enaolea 

スノ \°ニンブツリーがち効です。 

Disabled 

スパニンブツ U - が無効です。（出荷時） 

プ□トコル 
バージヨン 

スノ \°ニンブツ U -のノ ジョンを設定します。 

RSTP 

IEEE 802.1 W 準拠のラピッドスパニンブツリープロトコルで 
動作しまず。（出荷時） 

b iP-Compatible 

IEEE 802.1 D 互換のスパニンブツリープ□トコルで動作しま 
す。 


ごを意 RSTP 状態を Enabled にすると一時的に応答が停止しますのでごを意ください。 
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3.3.20. RSTP パラメータ設定 

「拡張機能の設定」を選択し、 「 RSTP 設定」を選択し、 「 RSTP パラメータ設定」ずると、図 
3-3-19 になりまず。この画面で RSTP パラメータ設定を行います。 


図 3-3-1 9 RSTP パラメータの設定 


表示の説明 


ルートポートを号 

現在のルートポートを表术します。 

ルートパスコスト 

ルートポートからルートブリッジへのコストを表示します。 

トポ□ジー変更の時 
間 

スパニンブツリーの構成が変更されてからの経過時間(秒)を表示します。 

トポ□ジー変更回数 

ス! 仁ンブツリーの撞成変更を行った回数を表示します。 

ルート 

ルートブリッジのブ1」ッジ1 D を表示します。 

ノ \□ータイ厶 

スパニンブツリーの構成を確認するためのルートブリッジとのアクセス間隔を表 
术术します。 

最大を在時間 

ハ□ーメッセージのタイムアウト時間を表示します。 

フォワード遅延時間 

「 Listening 」 から 「 Leamina 」、 または 「 Leamina 」 から 「 Forwarding 」 のように、ス 
ノ《ニンブツリーの状態遷移の時間を表示します。 
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設定の説明 


RSTP 状態 

スノ t ニンブツリーの動作状態を表示します。 

有効 

スノ \°ニンブツ U —が有効でず。 

無効 

スパニンブツ U - が無効でず。（出荷時） 

ブリッジ ID アドレス 

本装置のブ U ツジ ID を表示します。ブリツジ ID はブリツジプライオ U ティと MAC 
アドレスで構成されます。 

ブリッジ 

プライオリティ 

本装置のブリツジプライオリティを設定します。（出荷時: 0 x 8000) 

ブリッジ 
ハ □ ータイム 

ハ□-メツセージの送信間隔を設定します。（出荷時:2秒） 

最大を在時間 

ハ□-メツセージのタイムアウト時間を設定します。（出荷時:20秒） 

フォワード遅延時間 

「 Listening 」 から 「 Learning 」、 または 「 Learning 」 から 「 Forwardina 」 のように、ス 
ノニンブツリーの状態遷移時間を設定します。 

(化巧時:15秒） 


ごを意： RSTP 状態を有効にすると、一時的に応答が停止しますのでごを意ください。 
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3.3.21 .ベーシックポート設定 


け広張機能の設定」を選択し、 「 RSTP 設定」を選択し、「ベーシックポート設定」を選択ず 
ると、図 3-3-20 になりまず。この画面でベーシッワポート設定を行います。 
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表示の説明 


ポート番号 

ポート香号を表します。 

トランク 

トランキングが設定されている場合、トランワのブループ番号 ( key ) を表示します。 

リンク 

リンクの状態を表しまず。 

UP 

ij ンクが正甫に確立している状態です。 

DOWN 

リンワが確なされていない状態です。 

状態 

現在のポートの状態を表示します。 

Forwarding 

通信が転送されている状態を表します。 

Discarding 

通信が遮断されている状態を表します。 

Listening 

BPDU を受信し、ルートブリッジ、ルートポート、代表ポートの決定を 
行っている状態を表します。 

Learning 

スノ \°ニンブツリーの構築を行っている状態を表します。 

Blocking 

ネットワーワ上のループを防ぐため、ポートを通信できないようにして 
いる状態を表しまず。 

□-ル 

スノ 《ニンブ、ソ リ ー におけるポートの役割を表します。 

Designated 

代表ポートとして動作中です。 

Root 

ルートポートとして動作中です。 

Alternate 

オルタネイト(ブロッキング)ポートとして動作中でず。 

Backup 

バックアップポートとして動作中です。 

Disabled 

STP が動作していません。 

プライオリティ 

本装置内での各ポートの優先順化を表します。数値が高いほど優先順化が高くなりま 
す。出荷時は全ポート128に設定されています。 

パスコスト 

各ポートのコストを表します。 

出巧時の値はそれぞれ10/1 00 M ポートは200000、1000 M ポートは20000でず。 

STP 状態 

各ポートのスノ \°ニンブツ U —の有効/お効を表示します。 

Enabled 

スノ t ■ニンブツリーが有効です。 

Disabled 

スノ \°ニンブツ U —が無効でず。 


設定の説明 


ポート番号 

設定対象のポート番号を選択してください。 

プライオリティ 

チェックボックスにチ王ッワをし、プライオリティ値を入力してください。 

数値が高いほど優先順化が高くなりまず。（出荷時：じ 8 )。6の倍数で指定しまず） 

パスコスト 

チェッワボッワスにチ王ッワをし、コスト値を入力してください。 

(出荷時：10/ 100 M ポート=200000、1000 M ポート =20000) 

STP 状態 

チェックボッワスにチ I ッワをし、ポートごとのスノ \°ニンブツリーの状態を選択してく 
ださい。 

Enabled 

スノ \°ニンブツリーが有効です。 

Disabled 

スノ \°ニンブツ U —が無効でず。 
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3.3.22 .アドバンスポート設定 


け広張機能の設定」を選択し、 「 RSTP 設定」を選択し、「アドバンスポート設定」を選択ず 
ると、図 3-3-21 になりまず。この画面でアドバンスポート設定を行います。 
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表示の説明 


ポート 

ポート番号を表しまず。 

トランク 

トランキングが設定されている場合、トランワのブループ番号 ( key ) を表示します。 

リンク 

リンクの状態を表しまず。 

UP 

リンワが正常に確なしている状態です。 

DOWN 

リンクが確なされていない状態です。 

状態 

現在のポートの状態を表しまず。 

Forwarding 

通信が転送されている状態を表します。 

Discarding 

通信が遮断されている状態を表します。 

Listening 

BPDU を受信し、ルートブリッジ、ルートポート、代表ポートの決定 
を行っている状態を表します。 

Learning 

ス/仁ンブツリ ー の撞築を行っている状態を表します。 

Blocking 

ネットワーワ上のループを防ぐため、ポートを通信できないようにし 
ている状態を表しまず。 

□-ル 

スノ 《ニンブ、ソ リ ー におけるポートの役割を表します。 

Designated 

代表ポートとして動作中です。 

Root 

ルートポートとして動作中です。 

Alternate 

オルタネイトポートとして動作中です。 

Backup 

バッワアップポートとして動作中です。 

Disabled 

STP が動作していません。 

エツジポート 
設定/が態 

U ンクアップ後 1 
卜の設定を表示し 

Discarding に移行せず、即座に Forwarding に移巧させるエッジポー 
ノまず。前半は設定した値、後半は実際の状態を表します。 

True 

エッジポートに設定されています。 

False 

エッジポートに設定されていません。。 

PtoP ポート 
設定/状態 

本装置がハブ等を経由せず直接接続されている門 oP ポートかどうかの設定を表示しま 
す。前半は設定した値、後半は実隐の状態を表しまず。 

Auto 

ポートの状態により自動認識します。 

True 

P - to-P 接続として設定されています。 

False 

P - to-P 接続として設定されていません。 

検知結果 

現在のスノ \’ニンブツ U —の動作状況を表します。 

STP 

STP として動作中です。 

RSTP 

RSTP として動作中です。 

Init . 

検知中、またはスノ\°ニンブツリーが動作していません。 
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設定ボタン 


ポート番号 

設定巧象のポート番号をチ王ックしてください。 

エッジポート 
設定/状態 

エッジポートを設定しまず。 

True 

エッジポートに設定します。 

False 

エッジポートに設定しません。 

PtoP ポート 
設定/状態 

門 oP ポートを設定します。 

Auto 

ポートの状態により自動認識します。 

True 

P - to - P 接続に設定します。 

False 

P - to - P 接続に設定しません。 

瞬接スイッチの 
STP 再検知 

STP の再検知を斤います。 
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3.3.23. トポ□ジー情報 

け広張機能の設定」を選択し、 「 RSTP 設定」を選択し、「トポ□ジー情報」を選択ずると、 
図 3-3-22 になりまず。この画面でトポ□ジー情報の参照を行います。 
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図 3-3-22 トホ°□ジー情報 


表示の説明 


ポート番号 

ポート番号を表しまず。 

トランク 

トランキングが設定されている場合、トランクのブループ番号 ( key ) を表示しま 
す。 

ンヮ 

リンク状態を表しまず。 

UP 

リンクが正常に確なしている状態です。 

DOWN 

リンクが確なされていない状態です。 

デザイン•ルート 

ルートブリツジの ID を表します。 

デザイン-コスト 

パスコストを表します。 

デザイン•ブリッジ 

ブ1」ツジ ID を表します。 

デザイン-ポート 

代表ポートを表します。 
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3.3.24. に MP Snooping 設定 

け広張機能の設定」を選択し 、 nGMP Snooping 設定」を選択し、さらに HGMP Snooping 
設定」を選択すると、図 3-3-23 になります。この画面でに MP Snooping の設定を行いま 
す。 




図 3-3-23 に MP Snooping の設定 

表示の説明 


VLAN ID 

マルチキャストグループの VLAN ID を表します。 

ブループ MAC アドレス 

マルチキャストグループの MAC アドレスを表します。 

グループメンバー 

マルチキャストグループに属しているポートを表しまず。 


設定の説明 


に MP Snooping 状態 

に MP Snooping 機能の設定を巧います。 

Enaolea 

に MP Snooping 機能がち効です。 

Disabled 

に MP Snooping 機能が無効です。（化荷時） 

ホストポート 
王ージングタイ厶 

マルチキャストグループからメンバーを脱退させるまでの時間を設定し 
ます。（出荷時: 26 0秒） 

ルータポート 
王ージングタイ厶 

ルータポートを開放するまでの時間を表しまず。（出荷時:125秒） 

Proxy レポートの待機時間 

に MP Report 送信するまでの待機時間を設定します。（出荷時:5秒） 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックずると、巧ページに移りまず。 

前ページ 

前ページボタンをクリックずると、前ページに移りまず。 
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3.3.25. VLAN フィルタ設定 


け広張機能の設定」を選択し 、 nCMP Snooping 設定」を選択し、さらに 「 VLAN フィル 
夕設定」を選択すると、図 3-3-24 になります。この画面でに MP Snooping の VLAN フイ 
ルタ設定を行います。 



図 3-3-24 VLAN フイルタの設定 


表示の説明 


VLAN ID 

VLAN ID を表示します。 

状態 

VLAN フィルタの状態を表示します。 

Filtered 

指定された VLAN がに MP snooping の対象から除タトされ 
ています。 


設定の説明 


VLAN ID 

VLAN フィルタの対象とする VLAN ID を指定します。 

状態 

VLAN フィルタの設定をします。 

Filtered 

VLAN フィルタをち効にしまず。 

Not 

filtered 

VLAN フィルタを解除します。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックずると、巧ページに移りまず。 

前ページ 

前ページボタンをクリックずると、前ページに移りまず。 
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3.3.26. ルータポートテーブルの参照 

け広張機能の設定」を選択し 、 nCMP Snooping 設定」を選択し、さらに「ルータポートテ 
ーブル」を選択ずると、図 3-3-25 になります。この画面でに MP Snooping のルータポー 
トテーブルの参照を行います。 




図 3-3-25 ルータポートテーブル 参照 


表示の説明 


VLAN ID 

VLAN ID を表示しまず。 

ポートリスト 

ルータポートテーブルにあるポートリストを表示します。 

巧ページ 

巧ページボタンをク U ックすると、巧ページに移ります。 

前ページ 

前ページボタンをク U ックすると、前ページに移ります。 
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図 3-3-26 PoE ポートの設定 


表示の説明 


ポート番号 

ポート番号を表しまず。 

八 帝 SHi ウ 
個ち欧 a £ 

給電の巧否を表示します。 

Up 

給電が有効でず。 

Down 

給電が無効です。 

給電状態 

給電の状態を表示します。 

Powered 

給電中であることを表します。 

Not 

Powered 

給電されていないことを表しまず。 

Overload 

最大供給電力を超える給電要あがあったため、給電を停止しています。 

クラス 

給電クラスを表示しています。 

給電の優先度 

給電の優先度を表示しまず。 

加. 

優先度が最高であることを表します。 

High 

優先度が高であることを表します。 

Low 

優先度が低であることを表しまず。 

最大巧給電力 

供給電力の上回 

良を表示します。 

供給電力 

現在の巧給電力を表示します。 

供給電圧 

現在の巧給電圧を表示します。 

供給電流 

現在の巧給電流を表示します。 


3.3.27. PoE ポート設定 ( M 24 HiPWR のみ） 

「拡張機能の設定」を選択し、 rPoE ポート設定」を選択すると、図 3-3-26 になります。こ 
の画面で PoE ポートの設定を行います。 
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設定の説明 


ポート番号 

設定対象のポート香号を指定しまず。 

給電機能の 
状態 

給電の巧否を設定します。 

Up 

給電が有効でず。 

Down 

給電がお効です。 

給電の優先度 

給電の優先度を設定しまず。 

加. 

優先度が最高であることを表します。 

High 

優先度が高であることを表します。 

Low 

優先度が低であることを表しまず。 

最大供給電力 

供給電力の上!! 

良を設定します。 
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3.3.28. PoE 条件設定 ( M 24 HiPWR のみ） 

「拡張機能の設定」を選択し、 rPoE 条件設定」を選択すると、図 3-3-27 になります。この 
画面で PoE 条件設定を行いまず。 



図 3-3-27 PoE 条件設定 


表示の説明 


最大供給電力 

本装置の最大供給電力を表おします。 

現在の供給電力 

現在の供給電力を表示しまず。 


設定の説明 


最大電力供給 
時の動作設定 

給電が最大供給電力を超えた場合の給電動作を設定しまず。 

新しく接続されたポートに 
給電しない 

新しく接続されたポートへの給電を巧いません。 

(出荷時） 

優先度の低いポートへの 
給電を停止する 

優先度の低いポートへの給電を停止します。 

優先度が同列の場合はポート香号が一番大きいポート 
が選択されます。 

トラップ送信 
のしきい値 

PoE トラップを送信するための供給電力のしきい値を設定します。（化巧時:50%) 
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3.4. システム管理ツール 
3.4.1. ソフトウェアアップグレード 

「システム管理ツール」を選択し、「ソフトウェアアップグレード」を選択ずると、図3-4-1-1 
になりまず。この画面でソフトウェアアップグレードを行いまず。 
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図 3-4-1-1 ソフトウェアアツプグレード 


ごを意ソフトウェアアップグレードを巧う前に、必ず 3.4.3 項の設定情報の保存を巧ってくださ 
し保存を行わない場合、それまでに設定した内容が再起動時に消去されます。 


表示の説明 


現在の 
バージヨン 

現在のソフトウェアのラインタイ厶コードのバージョンを表示します。 

設定の説明 

TFTP サーバの 

IP アドレス 

TFTP サーバの IP アドレスを入力してください。 

ソフトウェア 

ファイル名 

TFTP サーノ に保をされているソフトウェアのファイルちを入力してください。 
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図3-4~1 -2 ソフトウェアアップグレード(ダウン□-ド中） 
ソフトウェアアップグレードのタウン□-ド中は図3*4-1 -2 のようになります。 

タウン □- ドを中止させたい場合は、ダウン□-ド中止ボタンをクリックしてください。 
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図 3-4-1-3 ソフトウ1アアツフ。グレード(再起動中) 


ソフトウェアアップグレードの再起動中は図 3-4-1-3 のよラになります。 


ごを意別途 TFTP サーノ\'を動作させる必要があります。 
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3.4.2 .再起動 

「システム管理ツール」を選択し、「再起動」を選択ずると、図3~4-2になります。この画面 
で再起動を行います。 



図3~4-2再起動設定 


設定の説明 


再起動方ま 

再起動の方ミちを選択してください。（出荷時: Normal ) 


Normal 

通甫の再起動をします。 


Factory Default 

全ての設定を;'肖まし、工場化巧時に戻します。 


Factory Default 
Except IP 

IP アドレスの設定しソ外を工場出荷時に戻します。 
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3.4.3. 設定情報の保存 


「システム管理ツール」を選択し、「設定情報の保存」を選択ずると、図3-4-3-1になります。 
この画面で設定情報の保存を行いまず。 



設定な存をクリックすると本装置に設定した内容を内蔵のメモリへ•保存します。 
この操作を行わない場合、それまでに設定した内容が再起動時に消まされます。 



設定が完了すると、図3"4~3-2のよラに r 設定の保存に成巧しました。」といラメッセージが 
表示されまず。 


ごを意：設定保をの際、一時的に応答が停止します。 
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3.4.4 .ポートカウンタの参照 

「システム管理ツール」を選択し、「ポートカウンタ」を選択すると、図3-4-4-1になります。 
この画面でポートカウンタの参照を行いまず。 



図3-4-4-1ポートカウンタの参照 


表示の説明 


カウンタ名/ポート 
香号 

各カウンタの名前とポート番号を表示します。各カウンタ名をクリックずると、 

図3-4-4-2になります。各カウンタの全ポートの!'•ータルと平ち(砂)が表示され 
ます。 

1■'ータル 

カウンタの値を表示します。 

平ち/秒 

カウンタの値を一砂間の平ち値で表示します。 

稼動時からの 
経過時間 

起動からの経過時間を表示しまず。 


設定の説明 


ポート番号選択 

カウンタを表示したいポート香号を選択しまず。 

カウンタリセット 

全てのカウンタの値を0にしまず。 

U セットから 

カウンタ U セツトを行ってからのカウンタ値を表示します。 

稼動開始から 

稼働開始からのカウンタ値を表示します。 
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カウンタの內容は下記のとおりです。 


Total RX Bytes 

受信した全てのパケットのバイト数を表示します。 

Total RX Pkts 

受信した全てのパケット数を表示しまず。 

Good Broadcast 

受信したブ□ー ドキャストのパケット数を表示しまず。 

Good Multicast 

受信したマルチキャストのパケット数を表示します。 

CRC/Align 

正甫なパケット長 (64 〜1518バイト)、かつ誤0検出符号 ( FCS ) で誤口が発見さ 

Errors 

れたエラーパケット数を表示します。 

このうち、パケット長が1バイトの整数倍のものは CRC ( FCS ) エラー、そうで 
ないものはアラインメントエラーに分類されます。 

Undersize Pkts 

パケット長が64バイトより短いパケット数を表おします。 

Oversize Pkts 

パケット長がじ18バイトより長いパケット数を表示します。 

Fragments 

パケット長が64バイトより短く、かつ CRC エラーまたはアラインメントエラー 
を起こしているパケッ 卜数を表示します。 

Jabbers 

パケット長が1518バイトより長く、かつ CRC エラーまたはアラインメントエラ 
一を起こしているパケット数を表示します。 

Collisions 

コ U ジョンが発生した回数を表示しまず。 

64 -Byte Pkts 

パケット長が64バイトのパケットの総数を表示します。 

65-127 Pkts 

パケット長が65〜127バイトのパケットの総数を表示します。 

128-255 Pkts 

バケッ ト長が128〜255バイトのパケットの総数を表示します。 

256-511 Pkts 

パケット長が256〜511バイトのパケットの総数を表示します。 

512-1023 Pkts 

パケット長が512〜1023バイトのパケットの総数を表示します。 

1024-1518 Pkts 

パケット長が1024〜1518バイトのパケットの総数を表示します。 


95 





カウンタ名/ポート番号で、各カウンタ名をクリックすると、國3*4-4-2になります。各カウンタ 
内のポート毎の!タル値と平ち(砂)が表示されます。 



図3"4-4-2カウンタ別の値の参照 


表示の説明 


稼動時間 

起動してからの経過時間を意昧しまず。 

1■'ータル 

カウンタに累積された値を表示しまず。 

平ち/秒 

一秒間の平均値を表示しまず。 


設定の説明 

更新 r 最新のカウンタ表示に更新しまず。 
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ftMxxt PtcwyOoTMt 
Login from console 
Login from console 
Login from conscie 
Login trom console 
Login from consde 
Login from conscM 
Login trom console 
Login trom conscM 


3.4.5. システム□クの参照 

「システム管理ツール」を選択し、「システム□ブの参照」を選択ずると、図3-4~5になりま 
す。この画面では本装置に発生したイベントの履歴を表示します。これらを参照することにより、 
ネットワークの管理に利用することができます。 
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図3~4-5システム□グの参照 

この画面で表示される各イベントは、 SNMP のトラップと連動しているものがあります。トラッ 
プを発生させるよう設定してある場合はイベントとして表示されます。トラップとの関係は; 欠べ 
ージをご参照ください。 


設定の説明 


ミ肖去 

現在の□ブのカウンタの値を全てミ肖ちします。 

巧ページ 

巧ページボタンをクリックずると、巧ページに移りまず。 

前ページ 

前ページボタンをクリックずると、前ページに移りまず。 


•け が 

» »8;^か说》がの说 

iiil 
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□ブのの容は下記のとお 0 です。 


番号 

イベントの番号を表しまず。 

時間 

イベントの発生した時刻を表示します。 

時刻設定がされていない場合は起動からの通算時間が表示されます。 

イ 

スイッチに発生したイベントの内容を表示しまず。 

ぺ 

ン 

卜 

Login from console 

コンソールポートからの□ブインがあったことを表します。 

Login from telnet , 

XXX . XXX . XXX . XXX 

Te 1 net での□ブインがあったことを表しまず。 


Conliguration changed 

設定が変更されたことを表します。 


Runtime code changes 

ファームウ王アが変更されたことを表します。 


( Bridge)Topology Change 

スノ \’ニンブツ U —のトポ□ジーが変更されたことを表します。 


Reboot : Normal 

本装置が再起動を行ったことを表します。 


Reboot : Factory Default 

本装置が工場出荷時設定に戻す再起動を行ったことを表します。 


Reboot : Factory Default 
Except IP 

本装置が IP アドレスな外を工場出荷時設定に戻す再起動を行ったこ 
とを表します。 


Reboot Exception ( OxA ； Ox 
xxxxxx ) 

例外が発生し、 Exception Handler の設定により再起動を行ったこと 
を表します。 


Not authorized ! 

( IP ： XXX . XXX . XXX . xxx ) 

SNMP による未登録マネージャからのアワセスがあったことを表し 
ます。 


SNTP first up date to 
yyyy / mm/dd hh : mm:ss 

SNTP による初回の時刻同期が実行されたことを表します。 


Copied corrfiguration 2 
to 1 

設定情報の破損によ 0 復元を行ったことを表します。 


Copied conliguration 1 
to 2 



Reset configuration 1 & 2 
to default 



Copy configuration 2 to 1 
is failed 

設定情報の破損による復元が失敗したことを表しまず。 


Copy configuration 1 to 2 
is failed 



Save of corrfiguration 1 is 
failed 

設定情報のなをに失敗したことを表します。 


Save of corrfiguration 2 is 
failed 



( TRAP ) Port - A：Y Link-up 

ポートがリンワアップしたことを表します。このイベントは 
Individual Trap がち効で、対象ポートが設定されているときに発生 
します。 


( TRAP ) Port - A：Y Link-down 

ポートがリンクダウンしたことを表しまず。このイベントは 
Individual Trap がち効で、対象ポートが設定されているときに発生 
します。 


( TRAP ) Port - A：Y Power ON 
notification 

対象ポートにおいて給電が ON になったことを表します。 


( TRAP ) Porl :-; が Power OFF 
notification 

対象ポートにおいて給電が OFF になったことを表します。 


( TRAP)Usage power is 
above the threshold 

PoE の供給電力がしきい値を超えたことを表します。 
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( TRAP)Usage power is 
below the threshold 

PoE の供給電力が闘値を超えた後にしきい値下へ下がったことを 
表します。 

( TRAP)System 
authentication failure 

SNMP マネージャからの認証が失敗したことを表します。 

Tsk :" A %\: V ' P:xxxxxxx Pr ' r.xx 

例外発生時のシステム情報を表します。 


ごを意：システム□ブは最大256件まで本装置のフラッシュメモリに保をされます。257件な降 
のシステム □ ブが発生すると一番古い □ ブが消去され、新しく発生したシステム □ ブが 
上書き保をされます。 







3.4.6. 設定ファイルの保存/読込 

「システム管理ツール」を選択し、「設定ファイルの保存/読込」を選択すると、図3~4-6に 
なりまず。この画面で設定ファイルの保存と読み込みを行いまず。 
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図 3-4-6 設定ファイルのな存 / 読込 


設定の説明 


TFTP サーバ の 

IP アドレス 

TFTP サーバの IP アドレスを入力してください。 

ソフトウェア 

ファイル名 

TFTP サーバへ巧をずるファイル名を入力してください。 


設定情報をイ呆をする場合は「サーバへの巧を」、読み込む場合は「サーバからの読込」をクリック 
してください。 


ご注意別途 TFTP サーノ \'を動作させる必要があります。 
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付録 A 仕様 


お使いの機種の仕様を確認するには、それぞれの機種に対応した『取扱説明書（メニ 
ユー編)』をご参照ください。 
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付録 B . Windows ハイパーターミナルによる 
コンソールポート設定手順 

Windows がインス! -- ルされた PC と本装置を〕ンソールケーブルで接続し、な下の手順でハイ 
パーターミナ J レを起動します。 

(Windows Vista な降では別途夕ーミナルエミユレータのインス I ルが必要でず。） 

① Windows のタスクバーの[スタート]ボタンをクリックし、[プ□ブラム ( P )] 一[アクセサリ] 
一[通信]一[ハイパーターミナル]を選択します。 

③ 「接続の設定」ウィンドウが現われますので、任意の名前（例えば Switch ) を入力、アイコ 
ンを選択し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

⑤「電話番号」ウィンドウが現われますので、 r 接続方法」の欄のプルタウンメニユーをクリック 
し、て oml " を選が後[〇リボタンをクリックします。 

ただし、ここではコンソールケーブルが Com 1 に接続されているものとします。 

④ rcOMI のプ□パティ」というウィンドウ内の r ビット/砂 ( B )」 の欄でプルダウンメニユーを 
クリックし、 "9600" を選択します。 

⑤ 「フ□-制御 ( F )」 の欄のプルダウンメニユーをクリックし、"なじ’を選択後[〇リボタンを 
クリックします。 

⑥ ハイパーターミナルのメインメニユーの[ファイル ( F )] をクリックし、[プ□パティ （ R )] を選お 
します。 

⑦ r < name > のプ□パティ」卜 name > は②で入力した名前）というウィンドウが現われます。 
そこで、ウィンドウ内上部にある"設定"をクリックして画面を切り替え、 "エミユ レーシ 
ョン ( E )" の欄でプルダウンメニユーをクリックするとリストが表示されますので、 " VT 100" 
を選巧し、[〇リボタンをクリックします。 

⑨取扱説明書の4章に従って本装置の設定を行います。 

⑨ 設定が終了したらハイパーターミナルのメインメニユーの[ファイル ( F ) 障クリックし、[ハイ 
パーターミナルの終了( X )]をクリックします。夕ーミナルを切断してもいいかどラかを聞い 
てきますので、[はい ( Y )] ボタンをクリックします。そして、ハイパーターミナルの設定を保 
存するかどうかを聞いてきますので、[はい ( Y )] ボタンをクリックします。 

⑩ ハイパーターミナルのウィンドウに" < name >. ht " (< name > は②で入力した名前）という 
ファイルが作成されます。 

巧回からは "< name >. ht " をダブルクリックしてハイパーターミナルを起動し、⑨の操作を行え 
ば本装置の設定が可能となります。 
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付録 C IP アドレス簡単設定機能について 

I P アドレス簡単設定機能を使用する際のを意点について説明します。 

【動作確認済ソフトウェア】 

パナソニック株式会社製 『 IP 簡単設定ソフトウェア』 V 3.01 / V 4.00 / V 4.24 R 00 
パナソニックシステムネットワークス株式会社製『かんたん設定』 Ver 3.10 R 00 

【設定巧能項目】 

• IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ 
XDHCP を利用することが巧能です。 

-システム名 

※ノ\°ナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアでのみ設定巧能です。 
ソフトウェア上では"カメラ名"と表示されます。 

• 本機能を利用して機器の設定を行った場合 、 Web Server Status が自動的にち効 ( Enabled ) 
になります。 


【制限事項】 

•セキュリティ確保のため、電源投入時より20分間のみ設定変更が巧能です。 

ただし、 IP アドレス/サブネットマスク/デフォルトゲートウェイ/ユーザ名/パスワードの設 
定が工場出荷時状態の場合、時間の制限に関係なく設定が巧能です。 

※制限時間を過ぎても一覧には表示されますので、現在の設定を確認することができます。 

• パナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアの似下の機能は対応しており 
ませんので、使用することはできません。 

-"自動設定機能" 


《ネットワークカメラの商品情報は各メーカ様へご確認ください。 
《 Switch - Mi 2 G は対応してお0ません。 
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故障かな 7 と思われたら 

故障かと思われた場合は、まず下記の項目に従って確認を巧ってくださし、。 


♦ LED 表示関連 

■電源 LED ( POWER ) が点灯しない場合 
参電源コードが外れていませんか？ 

一電源コードが電源ポートにゆるみ等がないよう、確実に接続されているかを 
確認してください。 

■リンク/送受信 LED ( L I NK / ACT . )が点灯しなし、場合 
参ケーブルを該当するポートに正しく接続していますか？ 

•該当するポートに接続している機器はそれぞれの規格に準拠していますか？ 

参オートネコ''シエーシヨンで失敗している場合があ0ます。 

一本装置のポート設定もしくは端末の設定を半二重に設定してみてください。 

♦通信ができない場合 

■全てのポートが通信できない、または通信が遅い場合 
参機器の通信速度、通信モードが正しく設定されていますか？ 

-通信モードを示す信号が適切に得られない場合は、半二重モードで動作します。 
接続相手を半二重モードに切〇曽えてください。 

接続対向機器を強制全二重に設定しないでください。 

•本装置を接続しているバックボーンネットワークの帯域使用率が高すぎませんか？ 
ーバックボーンネットワークから本装置を分離してみてください。 

♦ PoE 給電ができない場合 （ PoE 対応機種） 

■ PoE 給電 LED ( PoE ) が点灯しない場合 
参ケーブルは適切なものを使用し、 PoE 給電をサポートするポートに接続して 
いますか？ 

参該当するポートに接続している PoE 対応機器は、 IEEE 802.3 af 規樹こ準拠して 
いますか7 
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アフターサービスについて 


1. 保証書にっいて 

保証書は本装置に付属の取扱説明書（紙風にっいています。必ず保証書の『お買い上げ曰、 
販売店（会社名)』などの記入をお確かめの上、販売店から受け取っていただき、内容を良 
くお読みのラえ大切に保管してください。保証期間はお買い上げの曰よ01年間です。 

2 . 修理を依頼されるとき 

『故障かな？と思われたら』に従って確認をしていただき、なお異常がある場合は;欠ページ 
の『便利メモ』をご活用のラえ、下記の内容とともにお買上げの販売店へご依頼ください。 
♦品ち ♦品番 

♦製品シリアル番号（製品に貼付されている11析の英数字） 

♦ファームウェアバージョン（個装猫こ貼付されている" Ver " 1；(下の番号） 

♦異常の状況( できるだけ具体的にお伝えください ) 

参保証期間中は： 

保証書の規定に従い修理をさせていただきます。 

お買い上げの販売店まで製品に保証書を添えてご持参ください。 

♦保証期間が過ぎているときは： 

診断して修理できる場合は、ご要望により有料で修理させていただきます。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

3. アフターサービス •商品に関ず る お問い合わせ 

お買い上げの販売店もしくは下記の連絡先にお問い合わせください。 

パナソニック ES ネットワークス株式会社 

TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 

4. ご谐入後の技術的なお問い合わせ 

■ご購入後の技術的なお問い合わせはフリーダイおルをご利用ください。 

IP 電話（050空号）か6はご利用いただけません。おおくの弾社さ営業部にお問い合わせください。 

rZwZ % n 1つ n ご1つつ1つ受付9:30〜12:00/13:00〜17:00 

【の】 U I ZU - ゴ I Z -/ I ^け.日.巧日、ぉょび薛社休日を除く） 

お問い合わせの前に、弾社ホームページにて、サポート内容をご植認ください。 

URL: http://panasonic.co.Jp/es/pesnw/ 
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便利メモ （おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ曰 

年月 曰 

口々 

□□ろ 

Switch-M 

品番 

PN 

ファームウェア 
パ'-ジョン（ X ) 

Boot し ode 


Runtime Code 


シリアル番号 




(製品に貼付されている 11 巧の英数字） 

販売店名 
または 
販売会社名 

電話 ( ) 一 

お客様 
ご旧談窓 □ 

電話 ( ) 一 


( X 確認画面はメニュー編 4. 5項を参照) 


© Panason に Eco Solutions Networks Co ., Ltd . zOM 

パナソニック ES ネットワークス株式会社 

干 105-0021 東京都お区東新橋2 T 目12番7号住ち東新橋ビル2号館4階 
TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 
URL : httqV / Danasonic . co . ijD / es / oesnw / 
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